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学則の変更の趣旨等を記載した書類 

 

 

学則変更の趣旨及び必要性 

 

１．本学の沿革 

 

  神奈川工科大学は、昭和３８年に開校した幾徳工業高等専門学校を母体として、昭和

５０年に、幾徳工業大学（工学部機械工学科、電気工学科、工業化学工学科）として設

立されて以来、伝統的な工業系の単科大学として発展を続け、昭和６３年には、大学名

称を「神奈川工科大学」に変更、また、平成１２年には、２学科（福祉システム工学科、

情報ネットワーク工学科）を増設、平成１５年からは、時代の変化や社会の要請を踏ま

えて、新たに「情報学部」を設置し、さらに平成１６年には情報学部に新学科（情報メ

ディア学科）を増設するとともに、情報ネットワーク工学科を工学部から情報学部に移

行した。 

  その間、関東圏を中心とする地域社会や地域産業を支える技術者の養成を目指して、

建学の精神に基づく教育目標を達成するため、常に教育研究環境の整備充実に努めると

ともに、専門分野に関する実践的な教育を展開してきたことから、２６，０００人余の

有為な人材を輩出しており、地域社会を中心に、多大な貢献を続けてきた。 

  このような状況下で、近年、社会および産業は急速に進展し、あらゆる分野で、多様

化および複雑化が進行するに伴い、工学分野においても、その教育研究の領域が、従来

の伝統的な学問分野の分類では包摂できなくなり、産業社会の発展に寄与し、社会に有

為な人材を育成するという大学の使命を十分に果たすことが困難な状況となって来た。 

そこで、時代の変化と社会の要請に柔軟に対応しつつ、学部教育の多様な発展と特色

ある教育研究を実現するため、今後の工学分野における学問研究の進展を十分に視野に

入れ、また学際的な分野も含めて広く学問的成果を取り込める学部環境の整備が是非と

も必要であるとの認識が一挙に高まり、平成１７年には、工学部における従来の学科区

分を根本的に見直す改組再編を実施し、平成１８年度から３学科（自動車システム開発

工学科、ロボット・メカトロニクス学科および応用バイオ科学科）を新設するとともに、

２学科（システムデザイン工学科および福祉システム工学科）を募集停止とし、また、

電気電子工学科を電気電子情報工学科へ学科名称変更を行った。 

平成２０年度には、工学部を改組し、一つは、本学の建学の理念に謳う「創造性」に

富んだ専門技術者を育成するため、新たに「創造工学部」を設置し、一つは、工学とし

ての基礎領域を包括しつつ、より幅広い「生命科学」を担う人材育成のための学問領域

を扱う学部の必要性から「応用バイオ科学部」を設置した。また、情報ネットワーク工

学科を情報ネットワーク・コミュニケーション学科へ名称変更を行った。 

平成２２年度には、栄養管理を取り巻く諸情勢の変化を踏まえ、栄養管理に関する基

礎的な知識に科学的な手法を付加し、基本的な技術と態度を有して、地域社会の医療・
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保健・産業の向上に貢献する人材を養成することを目的として応用バイオ科学部に「栄

養生命科学科」を設置した。 

これにより、現在、４学部１１学科体制（工学部に機械工学科、電気電子情報工学科

および応用化学科、情報学部に情報工学科、情報ネットワーク・コミュニケーション学

科および情報メディア学科、創造工学部に自動車システム開発工学科、ロボット・メカ

トロニクス学科およびホームエレクトロニクス開発学科、応用バイオ科学部に応用バイ

オ科学科と栄養生命科学科）となっている。 

 

２．収容定員変更の内容 

 

神奈川工科大学情報学部情報ネットワーク・コミュニケーション学科、情報メディ

ア学科、創造工学部自動車システム開発工学科および応用バイオ科学部応用バイオ科

学科について、つぎの内容で、入学定員および収容定員を変更する。 

①情報学部情報ネットワーク・コミュニケーション学科の入学定員１２０人を１００

人に、収容定員４８０人を４００人に、各々減少する。（入学定員△２０人 → 収容

定員△８０人） 

②情報学部情報メディア学科の入学定員１５０人を１７０人に、収容定員６００人を

６８０人に、各々増加する。（入学定員２０人増 → 収容定員８０人増） 

③創造工学部自動車システム開発工学科の入学定員９５人を７５人に、収容定員３８

０人を３００人に、各々減少する。（入学定員△２０人 → 収容定員△８０人） 

④応用バイオ科学部応用バイオ科学科の入学定員１００人を１２０人に、収容定員４

００人を４８０人に、各々増加する。（入学定員２０人増 → 収容定員８０人増） 

 

３．収容定員変更の必要性 

 

（１）情報学部情報ネットワーク・コミュニケーション学科の収容定員変更について 

平成１２年度に情報ネットワーク工学科として開設し、社会環境の変化に伴う教

育内容の移行状況から、平成２０年度に現学科名称へ変更した。併せてコースの新

設等により若干競争倍率が向上しているが、過去５年間の競争倍率は１．５倍に届

かない状況が続いている。（資料１） 

したがって、本学においては、情報学部情報ネットワーク・コミュニケーション

学科の入学定員および収容定員を減少することにより、今後ますます多様な分野で

の活用が予想される情報ネットワーク技術について、よりきめの細かい教育を充実

し、本学科における教育効果を一層高め、志願者増加につなげることが極めて重要

であると認識し、今回の収容定員変更を計画した。 

 

（２）情報学部情報メディア学科の収容定員変更について 

平成１６年度に改組転換により開設した情報メディア学科の取り扱う分野は、イ

ンターネットと携帯電話メディアの著しい成長により、産業社会においても急速に
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拡大が進み、一層の発展が期待される分野であること等を反映して、開設当初から

相当の志願者を確保している。 

また、平成２１年４月からは、キャラクタークリエイターコースをスタートさせ、

多様化するメディアコンテンツへの対応に取り組んでおり、入学定員を１０人増加

したが、当初の予想を上回る倍率を確保できた。（資料２） 

情報メディア学科では、体験重視のコンテンツ制作教育と工科大学の特性を活か

した層の厚い工学教育を通し、アートとＩＴを融合させ、次世代のコンテンツを創

造できる人材養成を進めている。この教育は現代社会の要請に応えたものであり、

志願者動向からみて、定員を増加しても、増加分を十分に受け入れることが可能で

あり、また、そのことにより、当分野の裾野が広がり、本学科の基礎部分を含めた

一層の充実発展を期待できるものと考え、今回の収容定員変更を計画した。 

 

（３）創造工学部自動車システム開発工学科の収容定員変更について 

平成１８年度に改組転換により開設した自動車システム開発工学科では、工学技

術の総合がもたらす代表的な工業製品である自動車の開発にかかわることで、一般

的な工業製品開発の原理論を体得させようとしている。これは産業社会においても、

基盤となる分野であること等から、開設当初は相当の志願者を確保することができ

た。しかしながら、自動車産業が世界的経済不況の影響を大きく受けたことや自動

車そのものが新動力や動力源の電動化といった大きな変革の時を迎えていること等

から、志願者の減少傾向が続いている。（資料３） 

このため、自動車システム開発工学科の入学定員および収容定員を減少すること

により、ものづくりの基礎となる少人数による体験型授業（本学では「プロジェク

ト授業」と呼ぶ）を充実し、本学科における教育効果を一層高め、志願者増加につ

なげることが極めて重要であると認識し、今回の収容定員変更を計画した。 

 

（４）応用バイオ科学部応用バイオ科学科の収容定員変更について 

平成１８年度に改組転換により開設した工学部応用バイオ科学科の取り扱う分野

は、今後の知識基盤社会においても極めて重要でかつ必要性の高い分野とみなされ

ており、また産業社会においても、一層の発展が期待される分野であること等を反

映して、開設当初から相当の志願者を確保し、順調な滑り出しをすることができた。

（資料４） 

また、平成２０年４月から工学部を改組転換し、応用バイオ科学部を設置し、幅

広い学問領域である生命科学全般を担えるバイオ技術者、バイオ支援技術者の育成

を前面に押し出した学科として注目を集め、志願者の増加傾向が継続している。 

したがって、応用バイオ科学科においては、志願者動向からみて、定員を増加し

ても、増加分を十分に受け入れることが可能であり、また、そのことにより、当分

野の裾野が広がり、本学科の基礎部分を含めた一層の充実発展を期待できるものと

考え、今回の収容定員変更を計画した。 
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４．収容定員変更に伴う教育課程等の変更内容 

 

（１）教育課程、教育方法および履修指導方法の変更内容 

教育課程、教育方法および履修指導方法については、収容定員の変更に伴う特段

の変更はなく、ものづくりの楽しさや興味を早期に体験させる少人数教育を基礎と

する現在の教育課程、教育方法および履修指導方法を継続して実施し充実する。 

 

（２）教員組織の変更内容 

定員を増加する情報メディア学科および応用バイオ科学科においては、すでに専

任教員数は充足している。 

すなわち、２０人の入学定員増加にかかわらず、すでに助教以上の専任教員が情

報メディア学科は２０人、応用バイオ科学科は１１人おり、定員が増加しても大学

設置基準を十分に満たしている。 

以上により、定員を増加する情報メディア学科および応用バイオ科学科において

は、専任教員数を充足しており、特段の教員組織の変更を行うことなく、引き続き

充実した教育を実施することができる。 

なお、定員を減少する情報ネットワーク・コミュニケーション学科においては、

定員減少後も助教以上の専任教員が１５人おり、同様に自動車システム開発工学科

においても１７人いるため、引き続き充実した教育環境を確保している。 
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講義室

0  ㎡

区　　　分

0  ㎡74,140.08㎡

51
（51）

（87,500.33㎡）

室

図書

実験実習室

新設学部等の名称
専 任 教 員 研 究 室

（　　　 0  ㎡）

大学全体

室

（87,500.33㎡）

134,503.75㎡

74,140.08㎡

室　　　数

計

0  ㎡

共用する他の
学校等の専用

9,794.92㎡

0  ㎡

0  ㎡

87,500.33㎡

計

技 術 職 員

図 書 館 専 門 職 員

校　　　舎

50,568.75㎡

小 計

そ の 他 9,794.92㎡

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

（10）
10

（0）

19

計

127      人76      人

（76）

19

（127）（51）

専　　任 兼　　任

合 計

共　　用

87,500.33㎡

専　　用

0  ㎡134,503.75㎡

校
　
　
地
　
　
等

124,708.83㎡

校 舎 敷 地

運 動 場 用 地

職　　　種

事 務 職 員

専　　用

 
（　　　　　）

 
（　　　　　）

共　　用

0

51      人

計

そ の 他 の 職 員
0

第１年次

1,340千円

第３年次

　－　千円1,330千円

307千円 307千円 307千円 307千円 ―

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

私立大学等経常費補助金、資産運用収入、雑収入等

　－　千円

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

設 備 購 入 費

第６年次

第６年次

経費
の見
積り

 
（　　　　　）

               室
（補助職員　人）

               室
（補助職員　人）

  〔　　〕
（〔　　〕）

  〔　　〕
（〔　　〕）

  〔　　〕
（〔　　〕）

〔うち外国書〕

標本
〔うち外国書〕

 
（　　　　　）

室

― ―

―

310,467千円 310,467千円 310,467千円 310,467千円 ― ―

68,380千円62,710千円

17,000千円

68,380千円 68,380千円

5,000千円 2,000千円 2,000千円 2,000千円



備 考

・機械工学科
　H22年度定員変更
　150人→140人（△10人）

・情報工学科
　H22年度定員変更
　150人→140人（△10人）

・情報メディア学科
　H22年度定員変更
　140人→150人（10人）

・電気電子情報工学科
　H19年度定員変更
　140人→120人（△20人）
　H20年度定員変更
　120人→70人（△50人）

・応用化学科
　H20年度定員変更
　90人→80人（△10人）
　H21年度定員振替
　80人→70人（△10人）
　H22年度定員振替
　70人→60人（△10人）

・システムデザイン工学科
　H18年度
　学生募集停止
・福祉システム工学科
　H18年度
　学生募集停止

・自動車システム開発工学科
　H19年度定員変更
　85人→95人（10人）
　H20年度定員変更
　95人→105人（10人）
　工学部自動車システム開発
　工学科を改組再編し創造工
　学部自動車システム開発工
　学科を設置
　H22年度定員変更
　105人→95人（△10人）

・ロボット・メカトロニクス
00学科
　H20年度
00工学部ロボット・メカトロ
00ニクス学科を改組再編し創
00造工学部ロボット・メカト
00ロニクス学科を設置
　H22年度定員変更
　90人→80人（△10人）

人 倍

開設
年度

所　在　地

既
設
大
学
等
の
状
況

大 学 の 名 称 　神奈川工科大学

学 部 等 の 名 称
修業年
限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

年 人 年次
人

工学部

神奈川県厚木市

　下荻野1030番地

学士
（工学）

―
昭和
50年度

平成
15年度

平成
18年度

　機械工学科 4 140 ― 590
学士

（工学）
1.17

昭和
50年度

　電気電子情報工学科 4 70 ― 330
学士

（工学）
1.16

昭和
50年度

　応用化学科 4 60 ― 300
学士

（工学）
1.16

昭和
50年度

　システムデザイン工学科 4 ― ―

平成
12年度　福祉システム工学科 4 ― ―

―

590
学士

（工学）
1.13

―
学士

（工学）
―

情報学部

　情報工学科 4 140 ―

　情報ネットワーク・
　　コミュニケーション学科

4 120 ― 480
学士

（工学）
1.06

平成
16年度

　情報メディア学科 4 150 ― 570
学士

（工学）
1.21

平成
16年度

創造工学部

　自動車システム
　　　　　　開発工学科

4 95 ― 400
学士

（工学）
1.03

　ロボット・メカトロ
　　　　　　ニクス学科

4 80 ― 350
学士

（工学）
1.12

平成
18年度

　ホームエレクトロ
　　　　ニクス開発学科

4 50 ― 150
学士

（工学）
1.02

平成
20年度

・ホームエレクトロニクス
  開発学科
　H20年度
　工学部電気電子情報工学
  科を改組再編し創造工学
  部ホームエレクトロニク
  ス開発学科を設置
　工学部電気電子情報工学
  科から50人定員振替

応用バイオ科学部

　応用バイオ科学科 4 100 ― 380
学士

（工学）
1.32

平成
18年度

・応用バイオ科学科
　H19年度定員変更
　80人→90人
　H20年度
　工学部応用バイオ科学科を
00改組再編し応用バイオ科学
00部応用バイオ科学科を設置
　H21年度定員変更
　90人→100人
　



備 考

・栄養生命科学科
00H22年度設置

・機械工学専攻
　H22年度定員変更
　16人→14人（△2人）

・機械システム工学専攻
　H22年度定員変更
　18人→14人（△4人）

・ロボット・メカトロニクス
00システム専攻
00H22年度設置
00機械工学専攻から2人定員
00振替
00機械システム工学専攻から
004人定員振替

開設
年度

所　在　地

既
設
大
学
等
の
状
況

応用バイオ科学部

大 学 の 名 称 　神奈川工科大学

学 部 等 の 名 称
修業年
限

入学
定員

編入学
定　員

収容
定員

学位又
は称号

定　員
超過率

平成
22年度

工学研究科

30
修士

（工学）
0.98機械工学専攻 2 14

平成
元年度

32
修士

（工学）
0.84

平成
元年度

―

応用化学専攻 2 16 ―

電気電子工学専攻 2 16 ―

32
修士

（工学）
1.31

平成
元年度

1.04
平成
２年度機械システム工学専攻 2 14 ― 36

修士
（工学）

1.81
平成
５年度情報工学専攻 2 18 ― 36

修士
（工学）

博士
（工学）

0.00機械工学専攻 3 2
平成
５年度

3 2 ― 6
博士

（工学）
0.66

平成
６年度

― 6

応用化学専攻 3 2 ― 6
博士

（工学）
0

平成
５年度

機械システム工学専攻 3 2 ― 6
博士

（工学）
0.00

平成
５年度

情報工学専攻 3 2 ―

附属施設の概要

①名　称：情報教育研究センター
　目　的：教育、研究及び事務処理等の適正な管理運用に努める
　所在地：神奈川県厚木市下荻野1030番地
　設置年月：昭和58年3月
　規模等：総面積1,624㎡  /　機械室（ネットワークサーバ、集合ルータ、
　　　　　センターＨＵＢ等）
　　　　　ＰＣ教室（6室 ＰＣ290台）、ＰＣ演習室（1室 ＰＣ1台）
　　　　　ＰＣ自習室（2室 ＰＣ57台）、研究室（3室）

②名　称：工学教育研究推進機構
　目　的：研究･教育活動の支援及び先端学術の研究
　所在地：神奈川県厚木市下荻野1030番地
　設置年月：平成８年４月
　規模等：総面積 2,996㎡　/　大型設備装置等（ナノテクノロジー室等14室）
　　　　　実験実習室（化学･物理）研究開発プロジェクト　工作工場
 

6
博士

（工学）
0.50

平成
８年度

0.58
平成
22年度　栄養生命科学科 4 80 ― 80

学士
（栄養学）

ロボット・メカトロ
00ニクスシステム専攻

2 6 ―

　工学部機械工学科から10人
00定員振替
00工学部応用化学科から10人
00定員振替
00創造工学部自動車システム
00工学科から10人定員振替
00創造工学部ロボット・メカ
00トロニクス学科から10人定
00員振替

電気電子工学専攻

（博士後期課程）

（博士前期課程）

　神奈川県厚木市

　　下荻野1030番地

6 修士
（工学）

3.50
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神奈川工科大学学則 

 

                                （昭和50年４月１日制定) 

 

      第１章  総    則 

      （目   的） 

第 １ 条  本学は、教育基本法に則り、学校教育法の定める大学として広く知識を授けると 

      共に深く専門の学芸を教授研究し、豊かな教養と円満な人格を備えた有為な人材を 

      育成して文化の発展と人類福祉の増進に寄与することを目的とする。 

        （建学の理念） 
第１条の２  本学は、広く勉学意欲旺盛な学生を集め、豊な教養と幅広い視野を持ち、創造性

に富んだ技術者を育てて科学技術立国に寄与するとともに、教育・研究を通じて地

域社会との連携強化に努める。 
（教育目標） 

第１条の３  本学は、教育目標を「別表Ａ」に定め、これを公表するものとする。 
（人材の養成及び教育研究上の目的） 

第１条の４  本学は、学部、学科、課程ごとの人材の養成及び教育研究上の目的を「別表Ｂ」

にそれぞれ定め、これを公表するものとする。 
第１条の５ （自己評価等） 

  本学は、その教育研究水準の向上を図り、本学の目的及び社会的使命を達成する 

      ため、本学における教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行うよう努 

      めるものとする。 

      （学部・学科及び収容定員） 

第 ２ 条  本学に次の学部及び学科を置き、その収容定員は次のとおりとする。 

学  部 学        科 入学定員 収容定員 

工学部 

       

       

機械工学科 

電気電子情報工学科 

応用化学科 

140 名 

       70 名 

       60 名 

  560 名

  280 名

  240 名

情報学部 情報工学科 

情報ﾈｯﾄﾜｰｸ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科 

情報ﾒﾃﾞｨｱ学科 

140 名 

100 名 

170 名 

560 名

400 名

680 名

創造工学部 

       

自動車ｼｽﾃﾑ開発工学科 

ﾛﾎﾞｯﾄ・ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ学科 

ﾎｰﾑｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ開発学科 

75 名 

       80 名 

       50 名 

  300 名

  320 名

200 名

応用ﾊﾞｲｵ科学部 応用ﾊﾞｲｵ科学科 

栄養生命科学科 

120 名 

80 名 

480 名

320 名

計 1,085 名 4,340 名

２． 前項の他に教職課程及び学芸員課程を置く。 
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（留学生別科） 

第２条の２  本学に留学生別科を置く。 

    ２． 留学生別科の課程及び収容定員は、次のとおりとする。 

別科名 課 程 入学定員 収容定員 

留学生別科 日本語研修課程 40名 40名 

    ３． 留学生別科に関する規程は、別に定める。 

 

       第２章  職員組織 

      （職   員） 

第 ３ 条  本学に次の職員を置く。 

学 長 
教育職員（教授・准教授・講師・助教・助手及びその他の教員） 
事務職員・技術職員等 

    ２． 職員及びその職制に関する規則は別に定める。 

      （学   長） 

第 ４ 条  学長は本学全般の事項を統轄する。 

        ２． 学長のもとに副学長を置く。 

    ３．  副学長は、学長の職務を補佐する。 

      （教育職員の職務） 

第  ５  条   教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の特に優れた知識、能力

及び実績を有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事

する。 

２．  准教授は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の優れた知識、能力及

び実績を有する者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事す

る。 

３．  助教は、専攻分野について、教育上、研究上又は実務上の知識及び能力を有する

者であって、学生を教授し、その研究を指導し、又は研究に従事する。 

４． 助手は、その所属する組織における教育研究の円滑な実施に必要な業務に従事す

る。 

５．  講師は、教授又は准教授に準ずる職務に従事する。 

       （職員の事務分掌） 

第 ６ 条  学長のもとに教学事項に関する事務を分掌するため、副学長、学部長、学科長、

教務主任、学生部長、入学委員長、キャリア就職センター委員長、自己評価委員長、

図書館長、情報教育研究センター所長、工業教育研究推進機構長、教育開発センタ

ー所長、基礎・教養教育センター所長、系列総会会長及び国際センター所長を置く。 

     ２．  学長のもとに一般事項に関する事務を分掌するため事務局を置く。 

 

       第３章  大学協議会及び教授会 

            （大学協議会） 
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第 ７ 条  本学に大学協議会を置き、学事に関する重要事項を審議する。 

        ２． 大学協議会に関する規程は、別に定める。 

      （教 授 会） 

第７条の２  各学部に教授会を置く。 

    ２． 教授会は専任教授をもって組織する。 

    ３． 教授会は学部長が招集し、その議長となる。 

    ４． 教授会は教授現在員の３分の２以上が出席しなければ開催することができない。 

    ５． 教授会は次の事項を審議する。 

       (1) 入学・進級・卒業・転科・休学・退学等に関する事項 

       (2) 試験に関する事項 

       (3) 教育課程に関する事項 

       (4) 留学及び派遣に関する事項 

       (5) 学生の指導、厚生並びに賞罰に関する事項 

(6) 教授・准教授・講師・助教・助手及びその他の教員の人事に関する事項 

       (7) 各種委員等の選出に関する事項 

       (8) 学長の諮問に関する事項 

       (9) その他学事に関する事項 

       （合同教授会）  

第７条の３   学長は、必要により合同教授会を招集することができる。 

        ２． 合同教授会は次の事項を審議する。 

              (1) 全学的な共通事項 

              (2) その他学長が必要と認めた重要事項 

 

       第４章  修業年限・学年・学期及び休日・休業日 

      （修業年限） 

第 ８ 条  本学の修業年限は４年とする。 

      （在学期間） 

第 ９ 条  本学学生の在学期間は、通算して８年を超えることはできない。 

      （学   年） 

第 10 条  学年は４月１日より始まり３月31日に終わる。 

      （学   期） 

第 11 条  学年を分けて、次の２学期とする。 

      (1)前 期  ４月１日から９月 15 日まで 

(2)後 期  ９月 16 日から３月 31 日まで 

      （休   日） 

第 12 条  休日は次のとおりとする。 

       (1) 日 曜 日 

       (2) 国民の祝日に関する法律に規定する休日 

       (3) 創立記念日  ５月７日 

２． 前項に定めた休日は都合により授業日にすることがある。 
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      （休 業 日） 

第 13 条  休業日は次のとおりとする。 

       (1) 春期休業   ３月21日から    ４月７日まで 

       (2) 夏期休業   ７月21日から    ９月15日まで 

        (3) 冬期休業   12月21日から翌年１月10日まで 

    ２． 前項に定めた休業日は都合により多少移動することがある。 

    ３． 臨時休業については、その都度学長が定めるものとする。 

 

       第５章  教育課程及び履修方法 

      （授業科目） 

第 14 条  本学の授業科目の区分は、次に示す分類Ⅰ、分類Ⅱ及び分類Ⅲ並びに教職及び学

芸員に関する科目とする。 

       分類Ⅰ：豊かな人間性と広い視野を養うとともに、総合的な判断力を養うための 

           科目群。 

       分類Ⅱ：科学技術者としての基盤を培うための基礎科目群。 

       分類Ⅲ：それぞれの専門分野において有為な科学技術者を養成するための科目群。 

      （授業科目及び単位数） 

第 15 条  授業科目の種類及び単位数は、別表第１から第４までのとおりとする。 

      （履修方法） 

第 16 条  学生は、前条に定める授業科目及び別に定める「履修規程」に従い授業科目（以 

      下「科目」という）を必修及び選択により履修しなければならない。 

    ２． 履修しようとする科目については、科目担当教員の承認を受けなければならない。 

        （他の大学又は短期大学における授業科目の履修等） 

第16条の２  学生が他の大学又は短期大学において履修した授業科目について修得した単位の 

      うち、教授会が教育上有益と認めたものは、３０単位を超えない範囲で本学におけ 

      る授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

     ２．  前項の規定は、学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合に準用する。 

        （大学以外の教育施設等における学修） 

第16条の３  学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他文部科学大臣      

が別に定める学修（平成３年度文部省告示第68号）を、教授会が教育上有益と認め

た場合は、本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。 

     ２． 前項により与えることができる単位数は、前条第１項により本学において修得し 

      たものとみなす単位数と合わせて３０単位を超えないものとする。 

       （入学前の既修得単位等の認定） 

第16条の４  学生が入学前に他の大学又は短期大学において履修した授業科目について修得し 

      た単位（科目等履修生として修得した単位を含む。）のうち、教授会が教育上有益 

      と認めたものは、本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことが 

      できる。 

      ２． 学生が入学前に行った前条第１項に規定する学修を、教授会が教育上有益と認め 

      た場合は、本学における履修とみなし、単位を与えることができる。 
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      ３． 前２項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数は、編入学、 

      転学等の場合を除き、本学において修得した単位以外のものについては、合わせて 

      ３０単位を超えないものとする。 

       （科目の単位） 

第 17 条   各授業科目の単位数は、教授会において定めるものとする。 

      ２． 授業科目の単位数の算定に当たっては、１単位の授業科目を４５時間の学修を必 

      要とする内容をもって構成することを標準とし、授業の方法に応じ、原則として次 

      の基準により単位数を計算するものとする。 

       (1) 講義については、１５時間の授業をもって１単位とする。 

       (2) 演習については、３０時間の授業をもって１単位とする。 

       (3) 実験、実習、製図及び実技については、３０時間から４５時間までの範囲で必 

        要と認められる時間の授業をもって１単位とする。 

 (4) 講義と演習を併用する科目については、講義 10 時間と演習 10 時間の授業をも

って 1 単位とする。 

      ３． 前項の規定にかかわらず、卒業研究等の授業科目については、その学修の成果を   

評価して単位数を定めることができる。 

      （１年間の授業期間） 

第17条の２  １年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め、３５週にわたることを原 

      則とする。 

      （修了認定の方法） 

第 18 条  科目修了の認定は、平素の成績及び筆記試験又は論文等による。但し実験・実習・

演習・製図・保健体育実技等は、平素の成績によって認定することができる。 

      （修了認定の資格） 

第 19 条  各科目について、出席すべき時間数の３分の２以上に達しない者は、その科目の 

      修了認定を受ける資格が与えられないものとする。 

      （修了認定の評価） 

第 20 条  科目の成績は、秀・優・良・可・不可の５段階をもって表示し、不可は、未修了      

とする。 

（成績評価基準等の明示） 

第 20 条の２   本学の授業科目は、授業の方法及び内容並びに 1 年間の授業計画をあらかじめ明

示するものとする。 

２.   成績評価及び卒業の認定に当たっては、客観性及び厳格性を確保するため、学生

に対してその基準をあらかじめ明示するとともに、当該基準にしたがって適切にお

こなうものとする。 

（教育職員の組織的研修等） 

第 20 条の３   本学は、授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施す

るものとする。 

 

       第６章  卒業及び学位授与 

      （卒   業） 
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第 21 条  本学に４年以上在学し、別表第５に規定する卒業要件を充足した者には、卒業証 

      書を授与する。 

      （教員の免許状） 

第 22 条  教員の免許状授与の所要資格を取得しようとする者は、教育職員免許法及び教育 

      職員免許法施行規則に定める所要の単位を修得しなければならない。 

    ２． 本学の学科において、当該所要資格を取得できる教員の免許状の種類は、別表第

４の３に掲げるとおりとする。 

      （学位授与） 

第 23 条  本学を卒業した者には、学科の分野により次の学位を授与する。 

（1）学士（工学） 

（2）学士（栄養学） 

 

       第７章  入学・転学・休学・復学・退学等 

      （入学の時期） 

第 24 条  入学の時期は、毎学年の始めとする。 

      （入学の資格） 

第 25 条  本学の第１年次に入学できるものは、次の各号の一に該当するものとする。 

       (1) 高等学校を卒業した者 

       (2) 通常の課程による12年の学校教育を修了した者 

        (3) 外国において、学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる 

         者で文部科学大臣の指定したもの 

        (4) 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在 

          外教育施設の当該課程を修了した者 

       (5) 文部科学大臣の指定した者 

       (6) 大学入学資格検定規程（昭和26年文部省令第13号）により文部科学大臣の行 

         なう大学入学資格検定に合格した者 

              (7) その他本学において、相当の年齢に達し、高等学校を卒業した者と同等以上 

         の学力があると認めた者 

      （入学の許可） 

第 26 条  入学志願者に対しては、学力試験の結果及び出身学校長から送付された調査書等 

      を資料として選考し、入学を許可する。但し、必要に応じて面接試験を行うことが 

      ある。 

      （入学手続） 

第 27 条  入学の許可を得た者は、指定の期限内に所定の様式による保証人連署の誓約書、 

      出身高等学校の卒業証明書、その他必要書類及び所定の入学納付金を提出しなけれ 

      ばならない。 

    ２． 前項の手続を指定の期限内に行なわなかった者については、入学許可を取り消す。 

      （保 証 人） 

第 28 条  保証人は、父母又は独立の生計を営む成年者で本人の身上に関する一切の責任を 

      負い得る者でなければならない。 
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      （学士入学） 

第 29 条  本学を卒業し、さらに他の学科に入学を志願する者若しくは他の修学年限４年の 

      大学を卒業し、さらに本学に入学を志願する者があるときは、欠員のある場合に限 

      り、選考の上、入学を許可することがある。 

      （再 入 学） 

第 30 条  やむを得ない事由により、本学の学籍を離れた者で同一学科に再入学を志願する 

      者があるときは、欠員のある場合に限り、選考の上、入学を許可することがある。 

      （編 入 学） 

第 31 条  第３年次又は２年次においては欠員ある場合は大学２年次又は１年次終了者、短 

      期大学卒業者、高等専門学校卒業者、専修学校の専門課程で文部科学大臣の定める      

基準を満たすものを修了した者及び学校教育法施行規則第92条の３で認められた入      

学志願者について試験を行い編入学を許可することがある。 

    ２． 編入学の時期は、学年始めとし、本人の既修の授業科目単位数についてはその一 

      部又は全部を本学において認定し、今後履修すべき授業科目、単位数を決定する。 

      （転部・転科） 

第 32 条  在学中に転部又は転科を志願する者があるときは、欠員のある場合に限り選考の      

上、転部又は転科を許可することがある。 

      （休   学） 

第 33 条  病気その他やむを得ない理由で休学しようとする者は、その理由を詳記した休学 

      願を保証人連署の上提出し、許可を受けなければならない。なお、病気のときは、 

      医師の診断書を添えなければならない。 

    ２． 休学の期間は１年を超えることはできない。但し、特別の事情があるときは、そ 

      の期間の延長を許可することがある。なお、その場合通算して４年以上になっては 

      ならない。 

    ３． 休学した期間は、これを在学期間に算入しない。 

      （復   学） 

第 34 条  休学者はその理由が消滅したときは、その旨を保証人連署の上願い出て許可を受 

      け、復学することができる。 

      （転   学） 

第 35 条  在学者が他の大学に入学又は転学しようとするときは、あらかじめ許可を受けな 

      ければならない。但し、二重学籍については、これを認めない。 

      （退   学） 

第 36 条  在学者が退学しようとするときは、その事由を詳記した願書を保証人連署の上願 

      い出て、許可を受けなければならない。 

      （除   籍） 

第 37 条  次の各号の一に該当する者は除籍する。 

       (1) 在学期間が所定の年数を超える者 

       (2) 納付金等を滞納し催告してもこれに応じない者 

 

       第８章  外国人留学生 
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      （外国人留学生） 

第 38 条  外国人で本学に留学を志願する者は、選考の上、入学を許可する。 

 

       第９章  研究生・科目等履修生・単位互換履修生・特別聴講学生 

      （研 究 生） 

第 39 条  研究生は、本学教員の直接の助言指導を受け、特定の研究課題について研究する 

      ものとする。 

    ２． 研究生として入学を志願できる者は次のとおりとする。 

       (1) 本学又は他の大学を卒業した者 

       (2) 大学卒業程度の学力があると認められた者 

    ３． 研究生として入学を志願する者は、研究しようとする事項を記載した入学願書に 

      履歴書及び検定料を添えて願い出なければならない。また、入学願書には、指導教 

      員の選定につき希望を記載するものとする。 

    ４． 研究生の在学期間は１年とする。但し、引続き在学を希望する者に対しては、さ 

      らに在学期間を延長することができる。 

    ５． 研究生は、指導教員及び科目担当教員の承認を得て講義、実験及び演習等に出席 

      することができる。 

    ６． 研究生は、研究期間修了時に研究事項を記載した報告書を提出しなければならな 

      い。 

      （科目等履修生） 

第 40 条  第25条に定める者で本学において特定の科目の履修を志願する者があるときは、 

      一般の授業に支障のない場合に限り、選考の上、科目等履修生として入学を許可す 

      ることがある。 

    ２． 科目等履修生の入学時期は学期の始めとする。 

    ３． 科目等履修生で、履修科目の試験に合格した者に対しては、単位を与える。 

            （単位互換履修生・特別聴講学生） 

第 41 条  他の大学又は短期大学との協定に基づき、本学において特定の科目の履修を志願      

する者があるときは、選考の上、単位互換履修生又は特別聴講学生として入学を許      

可することがある。   

      （研究生等の規則） 

第 42 条  特別の規定のない限り本学則の規程は、研究生、科目等履修生、単位互換履修生      

及び特別聴講学生にもこれを準用する。但し、第16条、第21条、第23条はこの限り      

でない。 

 

       第10章   入学検定料・学生納付金 

      （入学検定料・学生納付金） 

第 43 条  入学検定料及び年間学生納付金の納入額は「別表第６」に定めるとおりとする。 

      なお、研究生、科目等履修生及び特別聴講学生の納付金は「別表第７」に定めると      

おりとする。 

    ２． 学生納付金等は、所定の期限までに、納入しなければならない。 
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    ３． 学生納付金中授業料は、年額を２回に均等分割し納入するものとする。 

       但し、研究生、科目等履修生及び特別聴講学生は分納を認めない。 

    ４． 在学生に対しては、事情により授業料の全額又は一部免除を行うことがある。 

    ５． 転学、退学した者又は、その在学した期間に対応する学生納付金を納入しなけれ

ばならない。 

    ６． 休学した場合、その休学期間中における学生納付金は、事由により該当期間中の 

      納付金を減免することがある。 

    ７． 既に納付した納付金は、別に定めがある場合を除き、これを返還しない。 

 

       第11章  賞    罰 

      （表   彰） 

第 44 条  在学生にして人物並びに学業優秀な者に対しては、これを表彰することがある。 

      （懲   戒） 

第 45 条  本学所定の規則に違反し、秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者は懲 

      戒処分とする。 

    ２． 懲戒は訓告、停学及び退学とする。 

      （懲戒による退学） 

第 46 条  前条の退学は、次の各号のいずれかに該当する者について行うことができる。 

       (1) 性行不良で改善の見込みがないと認められた者 

       (2) 学内の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者 

       (3) 学業を怠り成業の見込がないと認められた者 

       (4) 正当の理由がなくて出席が常でない者 

 

       第12章  学生の指導と課程外教育 

      （生活指導） 

第 47 条  在学生の個人並びに集団の生活指導と課程外の教育を重視し、そのための諸機関 

      を置く。 

      （健康管理） 

第 48 条  在学生の健康管理のために健康管理室を置く。 

 

       第13章  研 究 所 

      （研 究 所） 

第 49 条  本学に必要に応じて研究所を置くことができる。 

    ２． 研究所に関する規程は、別に定める。 

 

       第14章  公開講座及び講習会等 

      （公開講座等） 

第 50 条  本学は、文化の向上、成人教育その他の目的のために公開講座・講習会等を開設 

      することがある。 

附  則１． この学則の実施に関する必要な細則は、別に「履修規程」等に定める。 
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    ２． この学則は、昭和50年４月１日から施行する。 

    ３． この学則の改正は、昭和53年４月１日から施行する。 

    ４． この学則の改正は、昭和54年４月１日から施行する。 

    ５． この学則の改正は、昭和55年４月１日から施行する。 

    ６． この学則の改正は、昭和56年４月１日から施行する。 

    ７． この学則の改正は、昭和57年４月１日から施行する。 

    ８． この学則の改正は、昭和58年４月１日から施行する。 

    ９． この学則の改正は、昭和59年４月１日から施行する。 

    10． この学則の改正は、昭和60年４月１日から施行する。 

    11． この学則の改正は、昭和61年４月１日から施行する。但し、第２条の規定にかか 

      わらず昭和62年度から平成６年度までの間の入学定員は次のとおりとする。 

学   部 学            科 入学定員 

工 学 部 

機械工学科 

電気工学科 

工業化学工学科 

機械システム工学科 

情報工学科 

１８０名 

１８０名 

１７０名 

１００名 

１００名 

計 ７３０名 

  

  

  

  

  

  

   

  12． この学則の改正は、昭和62年４月１日から施行する。 

    13． この学則の改正は、昭和63年４月１日から施行する。 

    14． この学則の改正は、平成元年４月１日から施行する。 

    15． 第２条及び附則11の定めにかかわらず、機械システム工学科及び情報工学科の入 

      学定員については、平成２年度から平成10年度までの間次のとおりとする。 

学   部 学            科 入学定員           

            

             
工 学 部 

機械システム工学科 

情報工学科 

    １３０名 

    １３０名 

 

       この学則の改正は、平成２年４月１日から施行する。 

    16． この学則の改正は、平成３年４月１日から施行する。 

    17.  第２３条の改正は、平成４年３月１日から施行する。 

    18.  この学則の改正は、平成４年４月１日から施行する。 

    19.  この学則の改正は、平成５年４月１日から施行する。 

    20.  この学則の改正は、平成６年４月１日から施行する。 

    21.  第２条及び附則11の定めにかかわらず、機械工学科、電気電子工学科及び工業化 

      学工学科の入学定員については、引き続き平成７年度から平成11年度までの期間に 

      おいて次のとおりとする。 

学   部 学            科 入学定員           

          

          

          

工 学 部 

機械工学科 

電気電子工学科 

工業化学工学科 

    １８０名 

    １８０名 

    １７０名 

  

  

  

  

       この学則の改正は、平成７年４月１日から施行する。 
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       ただし、神奈川工科大学工学部電気工学科の名称は、改正後の学則第２条、第22 

      条第２項、別表第２、別表第３、別表第５及び附則２１（入学定員に限る）の規定 

      にかかわらず、平成７年３月31日に当該学科に在学する者が当該学科に在学しなく 

      なるまでの間、存続するものとする。 

    22.  附則21に定める工業化学工学科の学科名称は、平成８年度から応用化学科とする。 

    23.  この学則の改正は、平成８年４月１日から施行する。 

       ただし、神奈川工科大学工学部工業化学工学科の名称は、改正後の学則第２条、 

      第22条第２項、別表第２、別表第３、別表第５及び附則２２の規定にかかわらず、 

      平成８年３月31日に当該学科に在学する者が当該学科に在学しなくなるまでの間、 

      存続するものとする。 

    24.  第２条及び附則15の定めにかかわらず、情報工学科の入学定員については、平成 

      ９年度から平成10年度までの間次のとおりとする。 

学   部 学            科 入学定員          

         工 学 部 情報工学科     １９０名 

  

  

       この学則の改正は、平成９年４月１日から施行する。 

        25.   この学則の改正は、平成10年４月１日から施行する。 

        26.   第２条、附則11、附則15及び附則24の定めにかかわらず、機械システム工学科及 

      び情報工学科の入学定員については、平成11年度に限り次のとおりとする。 

学   部 学      科 入学定員 

工 学 部 機械システム工学科 

情報工学科 

  １３０名 

  １９０名 

             この学則の改正は、平成11年４月１日から施行する。 

              ただし、神奈川工科大学工学部機械システム工学科の名称は、改正後の学則第２ 

      条、第22条第２項、別表第２、別表第３、及び別表第５の規定にかかわらず、平成 

      11年３月31日に当該学科に在学する者が当該学科に在学しなくなるまでの間、存続 

      するものとする。 

     27．  この学則の改正は、平成12年４月１日から施行する。                         

          ただし、第２条の規定にかかわらず、機械工学科、電気電子工学科、応用化学科、 

          システムデザイン工学科、情報工学科の平成12年度の入学定員は次のとおりとする。 

学   部 学        科 入学定員 

工 学 部 機械工学科 

電気電子工学科 

応用化学科 

システムデザイン工学科 

情報工学科 

   １６０名 

  １６８名 

   １６４名 

   １２７名 

   １７０名 

     

     

 
     28．  この学則の改正は、平成13年４月１日から施行する。                         

          ただし、第２条の規定にかかわらず、機械工学科、電気電子工学科、応用化学科、 

          システムデザイン工学科、情報工学科の平成13年度の入学定員は次のとおりとする。 
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学   部 学        科 入学定員 

工 学 部 機械工学科 

電気電子工学科 

応用化学科 

システムデザイン工学科 

情報工学科 

  １６０名 

    １６６名 

    １６３名 

    １２４名 

   ２１５名 

     

 
       29.  この学則の改正は、平成14年４月１日から施行する。 

          ただし、第２条の規定にかかわらず、機械工学科、電気電子工学科、応用化学科、 

          システムデザイン工学科の平成14年度の入学定員は次のとおりとする。 

学   部    学        科    入学定員 

工 学 部 機械工学科 

電気電子工学科 

応用化学科 

システムデザイン工学科 

１５０名 

１４４名 

１５２名 

１２１名 

        
     30． この学則の改正は、平成15年４月１日から施行する。 

          ただし、第２条の規定にかかわらず、機械工学科、電気電子工学科、応用化学科、 

          システムデザイン工学科の平成15年度の入学定員は次のとおりとする。 

 学   部    学        科    入学定員 

 工 学 部 機械工学科 

電気電子工学科 

応用化学科 

システムデザイン工学科 

  １４６名 

    １４２名 

    １５１名 

    １１７名 

     

              なお、工学部情報工学科は、平成15年３月31日をもって廃止する。 

      また、平成15年３月31日に工学部情報工学科に在学し、平成15年４月１日に情報学 

      部情報工学科に在学する者が、工学部情報工学科で修得した単位は、情報学部情報 

      工学科で修得したものとみなす。 

        31． この学則の改正は、平成16年４月１日から施行する。 

              なお、工学部情報ﾈｯﾄﾜｰｸ工学科は、平成16年３月31日をもって廃止する。 

      また、平成16年３月31日に工学部情報ﾈｯﾄﾜｰｸ工学科に在学し、平成16年４月１日に 

      情報学部情報ﾈｯﾄﾜｰｸ工学科に在学する者が、工学部情報ﾈｯﾄﾜｰｸ工学科で修得した単 

      位は、情報学部情報ﾈｯﾄﾜｰｸ工学科で修得したものとみなす。 

    32.  この学則の改正は、平成17年４月１日から施行する。 

        33.  この学則の改正は、平成18年４月１日から施行する。  

       なお、工学部システムデザイン工学科及び福祉システム工学科は、平成 18 年３

月 31 日をもって廃止する。ただし、工学部電気電子工学科、システムデザイン工

学科及び福祉システム工学科は、改正後の学則第２条、第 22 条第２項、別表第１、

別表第２別表第３、及び別表第５の規定にかかわらず、平成 18 年３月 31 日に当該

学科に在学する者が当該学科に在学しなくなるまでの間、存続するものとする。 
34． この学則の改正は、平成 19 年４月１日から施行する。 
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        35.   この学則の改正は、平成 20 年 4 月 1 日から施行する。 

              なお、工学部自動車システム開発工学科、ロボット・メカトロニクス学科及び応

用バイオ科学科は、平成 20 年 3 月 31 日をもって廃止する。また、平成 20 年 3

月 31 日に工学部自動車システム開発工学科、ロボット･メカトロニクス学科及

び応用バイオ科学科に在学し、平成２０年４月１日に創造工学部自動車システム

開発工学科及びロボット･メカトロニクス学科並びに応用バイオ科学部応用バイ

オ科学科に在学する者が、工学部自動車システム開発工学科で修得した単位は、

創造工学部自動車システム開発工学科で修得したものとみなし、工学部ロボット･

メカトロニクス学科で修得した単位は、創造工学部ロボット･メカトロニクス学科

で修得したものとみなし、工学部応用バイオ科学科で修得した単位は、応用バイ

オ科学部応用バイオ科学科で修得したものとみなす。 

36． この学則の改正は、平成 21 年４月１日から施行する。 

37． この学則の改正は、平成 22 年４月１日から施行する。 

38． この学則の改正は、平成 23 年４月１日から施行する。 

 
 
 



別表第１　分類Ⅰ（２０１０年度入学生）

Ⅰ－ａ グループ（人文科学・社会科学科目群）

Ｍ－工学部機械工学科
Ｍ－工学部機械工学科(ＭF－航空宇宙学専攻、ＭＳ－ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｴﾝｼﾞﾆｱコース､ＭＪ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱコース)
Ｅ－工学部電気電子情報工学科
　　（ＥＡ－実践的ｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､ＥＢ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､ＥＣ－電気工事･施工管理ｴｷｽﾊﾟｰﾄｺｰｽ）
Ｃ－工学部応用化学科（ＣＡ－化学応用コース、ＣＪ－総合化学ｴﾝｼﾞﾆｱコース）
Ｖ－創造工学部自動車システム開発工学科
Ｒ－創造工学部ロボット・メカトロニクス学科
Ｈ－創造工学部ホームエレクトロニクス開発学科
Ｂ－応用バイオ科学部応用バイオ科学科
L－応用バイオ科学部 栄養生命科学科

ＭF ＭＳ ＭＪ ＥＡ ＥＢ ＥＣ ＣＡ ＣＪ Ｖ Ｒ Ｈ Ｂ L

自分探しの心理学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1

現代社会を考える ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1

物質の科学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  － 2 1

社会参加とボランティア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1

地球環境 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○  － 2 1

新聞を読む ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1

国際化と異文化理解 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○  － 2 1

表現技法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1

文学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1

哲学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1

心理学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1

倫理学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1

教育学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1

カウンセリングと現代 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1

経済学Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1

経済学Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1

社会学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1

法学Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1

法学Ⅱ－日本国憲法－ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1

地理学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1

政治学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1

日本近現代史 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1

アジアの文化と社会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1

Stop the CO2とライフデザイン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  － 2 1

社会心理学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 3

福祉社会論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ 2 3

現代社会の法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 3

美術史にみる比較文化論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 3

総合演習 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  － 2 3

国際経済論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ 2 3

論理学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 3

現代教育論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 3

言語と文化Ⅰ ○ ○ － ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○  － 2 2

言語と文化Ⅱ ○ ○ － ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○  － 2 2

自己表現法Ⅰ ○ ○ － ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○  － 2 3

自己表現法Ⅱ ○ ○ － ○ － ○ ○ － ○ ○ ○ ○  － 2 3

（□選択必修、○選択、－配当なし）

(注)「言語と文化Ⅰ」「言語と文化Ⅱ」「自己表現法Ⅰ」「自己表現法Ⅱ」　は留学生対象科目。
　　ただし、ＭＪ・ＥＢ・CJの留学生は配当なし。

単位数授　業　科　目 工学部 標準年次創造工学部 応用バイオ科学部

必選別
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別表第１　分類Ⅰ（２０１０年度入学生）

Ⅰ－ｂ グループ（外国語系科目群）

Ｍ－工学部機械工学科
Ｍ－工学部機械工学科(ＭF－航空宇宙学専攻、ＭＳ－ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｴﾝｼﾞﾆｱコース､ＭＪ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱコース)
Ｅ－工学部電気電子情報工学科
　　（ＥＡ－実践的ｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､ＥＢ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､ＥＣ－電気工事･施工管理ｴｷｽﾊﾟｰﾄｺｰｽ）
Ｃ－工学部応用化学科（ＣＡ－化学応用コース、ＣＪ－総合化学ｴﾝｼﾞﾆｱコース）
Ｖ－創造工学部自動車システム開発工学科
Ｒ－創造工学部ロボット・メカトロニクス学科
Ｈ－創造工学部ホームエレクトロニクス開発学科
Ｂ－応用バイオ科学部応用バイオ科学科
L－応用バイオ科学部 栄養生命科学科

ＭF ＭＳ ＭＪ ＥＡ ＥＢ ＥＣ ＣＡ ＣＪ Ｖ Ｒ Ｈ Ｂ L
英語基礎Ⅰ-A □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 1 1
英語基礎Ⅰ-B □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 1 1
英語基礎Ⅰ-C □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ - 1 1
英語基礎Ⅱ-A □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 1 1
英語基礎Ⅱ-B □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ 1 1
英語基礎Ⅱ-C □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ □ - 1 1
科学英語Ⅰ-A □ □ □ ○ □ ○ □ - □ ○ ○ □ □ 1 2
科学英語Ⅰ-B □ □ □ ○ □ ○ □ □ □ ○ ○ □ □ 1 2
科学英語Ⅰ-C □ □ □ ○ □ ○ □ □ □ ○ ○ □ - 1 2
科学英語Ⅱ-A □ □ □ ○ □ ○ □ - □ ○ ○ □ □ 1 2
科学英語Ⅱ-B □ □ □ ○ □ ○ □ □ □ ○ ○ □ □ 1 2
科学英語Ⅱ-C □ □ □ ○ □ ○ □ □ □ ○ ○ □ - 1 2
総合英語Ⅰ □ □ □ ○ ○ ○ □ □ □ ○ ○ □ - 1 2
総合英語Ⅱ □ □ □ ○ ○ ○ □ □ □ ○ ○ □ - 1 2
英語表現Ⅰ □ □ □ ○ ○ ○ □ □ □ ○ ○ □ - 1 3
英語表現Ⅱ □ □ □ ○ ○ ○ □ □ □ ○ ○ □ - 1 3
初級英会話Ⅰ □ □ □ ○ □ ○ □ □ □ ○ ○ □ - 1 1
初級英会話Ⅱ □ □ □ ○ □ ○ □ □ □ ○ ○ □ - 1 1
中級英会話Ⅰ □ □ □ ○ □ ○ □ □ □ ○ ○ □ - 1 2
中級英会話Ⅱ □ □ □ ○ □ ○ □ □ □ ○ ○ □ - 1 2
上級英会話Ⅰ □ □ □ ○ □ ○ ○ □ ○ ○ ○ □ - 1 3
上級英会話Ⅱ □ □ □ ○ □ ○ ○ □ ○ ○ ○ □ - 1 3
 ドイツ語Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ □ □ ○ ○ ○ - 2 2
 ドイツ語Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ □ □ ○ ○ ○ - 2 3
フランス語Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ □ □ ○ ○ ○ - 2 2
フランス語Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ □ □ ○ ○ ○ - 2 3
中国語Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ □ □ ○ ○ ○ - 1 2
中国語Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ □ □ ○ ○ ○ - 1 2
中国語Ⅲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ □ □ ○ ○ ○ - 1 3
中国語Ⅳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ □ □ ○ ○ ○ - 1 3
海外研修英語 ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ - 2 1・2・3・4

検定英語Ⅰ － ○ ○ ○ □ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ - 2 1・2・3・4

検定英語Ⅱ － ○ ○ ○ □ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ - 2 1・2・3・4

検定英語Ⅲ － ○ ○ ○ □ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ - 2 1・2・3・4

日本語・日本事情Ⅰ ○ ○ ○ ○ － ○ □ □ ○ ○ ○ ○ - 2 1
日本語・日本事情Ⅱ ○ ○ ○ ○ － ○ □ □ ○ ○ ○ ○ - 2 1

応用バイオ科学部

ｅ
群

ｆ
群

ａ
群

ｂ
群

ｃ
群

ｄ
群

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

ｈ
群

（注）１．「日本語・日本事情Ⅰ」「日本語・日本事情Ⅱ」は留学生対象科目
　　　２．「海外研修英語」（短期語学研修）「検定英語Ⅰ」（英検２級相当）「検定英語Ⅱ」
　　　　（英検準１級相当）「検定英語Ⅲ」（英検１級相当）は単位認定科目

授　業　科　目  工学部 創造工学部 単位数 標準年次

ｇ
群

必選別
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別表第１　分類Ⅰ（２０１０年度入学生）

Ⅰ－ｃ グループ（保健体育系科目群）

Ｍ－工学部機械工学科
Ｍ－工学部機械工学科(ＭF－航空宇宙学専攻、ＭＳ－ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｴﾝｼﾞﾆｱコース､ＭＪ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱコース)
Ｅ－工学部電気電子情報工学科
　　（ＥＡ－実践的ｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､ＥＢ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､ＥＣ－電気工事･施工管理ｴｷｽﾊﾟｰﾄｺｰｽ）
Ｃ－工学部応用化学科（ＣＡ－化学応用コース、ＣＪ－総合化学ｴﾝｼﾞﾆｱコース）
Ｖ－創造工学部自動車システム開発工学科
Ｒ－創造工学部ロボット・メカトロニクス学科
Ｈ－創造工学部ホームエレクトロニクス開発学科
Ｂ－応用バイオ科学部応用バイオ科学科
L－応用バイオ科学部 栄養生命科学科

ＭF ＭＳ ＭＪ ＥＡ ＥＢ ＥＣ ＣＡ ＣＪ Ｖ Ｒ Ｈ Ｂ L

□ □ □ ○ □ ○ □ □ ○ ○ ○ ○ ○ 2 1

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 2

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 3

□ □ □ ○ □ ○ □ □ ○ ○ ○ ○ ○ 1 2

□ □ □ ○ □ ○ □ □ ○ ○ ○ ○ ○ 1 3

□ □ □ ○ ○ ○ □ □ ○ ○ ○ ○ － 1 1・2・.3・4

Ⅰ－ｄ グループ（学際領域科目群）　
Ｍ－工学部機械工学科
Ｍ－工学部機械工学科(ＭF－航空宇宙学専攻、ＭＳ－ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｴﾝｼﾞﾆｱコース､ＭＪ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱコース)
Ｅ－工学部電気電子情報工学科
　　（ＥＡ－実践的ｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､ＥＢ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､ＥＣ－電気工事･施工管理ｴｷｽﾊﾟｰﾄｺｰｽ）
Ｃ－工学部応用化学科（ＣＡ－化学応用コース、ＣＪ－総合化学ｴﾝｼﾞﾆｱコース）
Ｖ－創造工学部自動車システム開発工学科
Ｒ－創造工学部ロボット・メカトロニクス学科
Ｈ－創造工学部ホームエレクトロニクス開発学科
Ｂ－応用バイオ科学部応用バイオ科学科
L－応用バイオ科学部 栄養生命科学科

ＭF ＭＳ ＭＪ ＥＡ ＥＢ ＥＣ ＣＡ ＣＪ Ｖ Ｒ Ｈ Ｂ L

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 2 3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ － 2 3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 2 3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 2 3

○ ○ － ○ － ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ － 2 3

－ － ◎ － ◎ － － － － － ◎ － － 2 3

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 2 3

Ⅰ－e　グループ（ビジネスプログラム系科目群）　　　
Ｍ－工学部機械工学科
Ｍ－工学部機械工学科(ＭF－航空宇宙学専攻、ＭＳ－ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｴﾝｼﾞﾆｱコース､ＭＪ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱコース)
Ｅ－工学部電気電子情報工学科
　　（ＥＡ－実践的ｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､ＥＢ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､ＥＣ－電気工事･施工管理ｴｷｽﾊﾟｰﾄｺｰｽ）
Ｃ－工学部応用化学科（ＣＡ－化学応用コース、ＣＪ－総合化学ｴﾝｼﾞﾆｱコース）
Ｖ－創造工学部自動車システム開発工学科
Ｒ－創造工学部ロボット・メカトロニクス学科
Ｈ－創造工学部ホームエレクトロニクス開発学科
Ｂ－応用バイオ科学部応用バイオ科学科
L－応用バイオ科学部 栄養生命科学科

ＭF ＭＳ ＭＪ ＥＡ ＥＢ ＥＣ ＣＡ ＣＪ Ｖ Ｒ Ｈ Ｂ L

○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ － 2 2

○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ － 2 2

○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ － 2 3

○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ － 2 3

○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ － 2 3

○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ － 2 3

○ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ ○ － 2 3

分類Ⅰ計 157

ファイナンス・会計管理入門

単位数

起業基礎講座

簿記入門

マーケティング・経営戦略入門

生物と工学

生涯スポーツ実技

応用スポーツ実技

学外スポーツ

授　業　科　目

セールスエンジニア論

授　業　科　目  

知的財産論

ﾒﾃﾞｨｶﾙｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

工学技術と倫理

技術者倫理

情報社会及び情報倫理

授　業　科　目

科学技術論

ビジネスコミュニケーション入門

標準年次工学部 創造工学部 単位数

必選別
応用バイオ科学部

環境論

健康・スポーツ科学実習

標準年次工学部 創造工学部 単位数

健康科学論

身体運動科学論

応用バイオ科学部

必選別

工学部 創造工学部 応用バイオ科学部

必選別

 （□選択必修、○選択）

（◎必修、○選択、－配当なし）

（□選択必修、○選択）

標準年次
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別表第１　情報学部　分類Ⅰ（２０１０年度入学生）
（○選択）

国際化と異文化理解 ○ ２ １
現代宗教論 ○ ２ １
自分探しの心理学 ○ ２ １
人間と芸術 ○ ２ １
日本の歴史と文化 ○ ２ ２
ヨーロッパの歴史と文化 ○ ２ ２

倫理学入門 ○ ２ ２

現代倫理学 ○ ２ ２

論理学の基礎 ○ ２ ３

論理学の展開 ○ ２ ３

ジェンダー論 ○ ２ １

家族論 ○ ２ １

社会参加とボランティア ○ ２ １

マスメディア論 ○ ２ ２

サブカルチャー論 ○ ２ ２
現代経済論Ⅰ ○ ２ ２
現代経済論Ⅱ ○ ２ ２
企業と経営Ⅰ ○ ２ ３
企業と経営Ⅱ ○ ２ ３
物質の世界 ○ ２ １
生命の神秘 ○ ２ １
宇宙の起源と進化 ○ ２ ２
地球の歴史 ○ ２ ２
地球環境論 ○ ２ ３
脳とコンピュータ ○ ２ ３

アジアの文化と社会Ⅰ ○ ２ １

アジアの文化と社会Ⅱ ○ ２ １

教育学Ⅰ ○ ２ １

教育学Ⅱ ○ ２ １

心理学Ⅰ ○ ２ １

心理学Ⅱ ○ ２ １

哲学Ⅰ ○ ２ ２

哲学Ⅱ ○ ２ ２

文学Ⅰ ○ ２ ２

文学Ⅱ ○ ２ ２

法学Ⅰ ○ ２ ２
法学Ⅱ　－日本国憲法－ ○ ２ ２
総合演習 ○ ２ ３
現代社会講座 ○ ２ １
健康・スポーツ科学実習 ○ ２ １
健康科学論 ○ ２ １
身体運動科学論 ○ ２ ３
応用スポーツ実技 ○ １ ２
生涯スポーツ実技 ○ １ ３
学外スポーツ ○ １ 全学年
キャリア開発入門 ○ ２ １

コモンベーシック ○ １ １

学習計画・学習技術 ○ １ １
ボランティア活動 ○ １ 全学年

                                                       

92

                                                                     

必選別 単位数 標準年次

環
境
系

人
間
系

社
会
系

分類Ⅰ計

授　業　科　目

基
礎
系

保
健
体
育
系

導
入
系
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別表第１　分類Ⅱ（２０１０年度入学生）
Ｍ－工学部機械工学科
Ｍ－工学部機械工学科(ＭF－航空宇宙学専攻、ＭＳ－ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｴﾝｼﾞﾆｱコース､ＭＪ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱコース)
Ｅ－工学部電気電子情報工学科
　　（ＥＡ－実践的ｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､ＥＢ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､ＥＣ－電気工事･施工管理ｴｷｽﾊﾟｰﾄｺｰｽ）
Ｃ－工学部応用化学科（ＣＡ－化学応用コース、ＣＪ－総合化学ｴﾝｼﾞﾆｱコース）
Ｖ－創造工学部自動車システム開発工学科
Ｒ－創造工学部ロボット・メカトロニクス学科
Ｈ－創造工学部ホームエレクトロニクス開発学科
Ｂ－応用バイオ科学部応用バイオ科学科
L－応用バイオ科学部 栄養生命科学科

ＭF ＭＳ ＭＪ ＥＡ ＥＢ ＥＣ ＣＡ ＣＪ Ｖ Ｒ Ｈ Ｂ L R・V以外 Ｖ Ｒ
微分積分学Ⅰ-α □ □ － □ − □ － － □ ○ ○ ○ － 2 1 1 1

微分積分学Ⅰ-基礎 □ □ □ − − − － － □ ○ ○ ○ － 3 1 1 1

微分積分学Ⅰ-αβ □ □ □ □ □ □ － － □ － ○ ○ － 3 1 1 −

微分積分学Ⅰ-β □ □ □ □ □ □ ○ ○ □ ○ ○ ○ － 2 1 1 1

微分積分学Ⅱ－α □ □ － □ − □ － － □ ○ ○ ○ － 2 2 2 2

微分積分学Ⅱ-基礎 □ □ □ − − − － － □ ○ ○ ○ － 3 1 1 1

微分積分学Ⅱ－αβ □ □ □ □ □ □ － － □ － ○ ○ － 3 1 1 −

微分積分学Ⅱ－β □ □ □ □ □ □ ○ ○ □ ○ ○ ○ － 2 1 1 1

線形代数学Ⅰ－α □ □ － ○ − ○ － － □ ○ － － － 2 1 1 2

線形代数学Ⅰ－基礎 □ □ □ ○ ○ ○ － － □ ○ ○ ○ － 2 1 1 2

線形代数学Ⅰ－β □ □ □ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ － 2 1 1 2

線形代数学Ⅱ－α □ □ － ○ − ○ － － □ ○ － － － 2 2 2 3

線形代数学Ⅱ－基礎 □ □ □ ○ ○ ○ － － □ ○ ○ ○ － 2 1 1 2

線形代数学Ⅱ－β □ □ □ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ － 2 1 1 2

微分方程式－α □ □ － ○ − ○ － － □ ○ － － － 2 2 2 3

微分方程式－基礎 □ □ □ ○ ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ － 2 2 2 3

微分方程式－β □ □ □ ○ ○ ○ － － □ ○ ○ ○ － 2 2 2 3

関数論Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 2 2 2 3

関数論Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 2 2 2 3

確率統計 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 2 2 2 3

統計学　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ − − − − − − － 2 3 − −

ベクトル解析 ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ － 2 2 2 −

フーリエ解析 ○ ○ ○ ○ □ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ － 2 2 2 −

幾何学Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − − − − − − － 2 2 − −

幾何学Ⅱ  ○ ○ ○ ○ ○ ○ − − − − − − － 2 3 − −

数理論理学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ − − − − − − － 2 3 − −

離散数学  ○ ○ ○ ○ ○ ○ − − − − − − － 2 3 − −

力学Ⅰーα □ □ － □ − □ □ □ □ ○ ○ ○ － 2 1 1 1

力学Ⅰ－αβ □ □ □ □ □ □ □ □ □ − ○ ○ － 3 1 1 −

力学Ⅰ－β □ □ □ □ □ □ － － □ ○ ○ ○ － 2 1 1 1

力学Ⅱ－α □ □ － ○ − ○ ○ □ □ ○ ○ ○ － 2 1 1 1

力学Ⅱーαβ □ □ □ ○ ◇ ○ ○ □ □ − ○ ○ － 3 1 1 -

力学Ⅱ－β □ □ □ ○ ◇ ○ － － □ ○ ○ ○ － 2 1 1 1

電磁気学Ⅰ－α □ □ □ ○ ○ ○ □ □ □ ○ ○ ○ － 2 1 1 3

電磁気学Ⅰ－β □ □ □ ○ ○ ○ □ □ □ ○ ○ ○ － 2 1 1 3

電磁気学Ⅱ－α □ □ □ ○ ○ ○ ○ □ □ ○ ○ ○ － 2 1 1 3

電磁気学Ⅱ－β □ □ □ ○ ○ ○ ○ □ □ ○ ○ ○ － 2 1 1 3

物理及び化学実験 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － － ◎ － 2 1 － −

近代物理学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ － 2 2 2 −

熱・統計物理学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ － 2 2 2 −

量子力学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ － 2 3 3 −

量子物理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ － 2 3 3 −

化学基礎 － － － － － － － － － － － － ◎ 2 1 － －

化学基礎実験 － － － － － － － － － － － － ◎ 1 1 － －

a
群

b
群

c
群

d
群

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

単位数
標準年次

e
群

f
群

g
群

ｈ
群

i
群

授　業　科　目  工学部 創造工学部 応用バイオ科学部

必選別

17



別表第１　分類Ⅱ（２０１０年度入学生）
Ｍ－工学部機械工学科
Ｍ－工学部機械工学科(ＭF－航空宇宙学専攻、ＭＳ－ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｴﾝｼﾞﾆｱコース､ＭＪ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱコース)
Ｅ－工学部電気電子情報工学科
　　（ＥＡ－実践的ｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､ＥＢ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､ＥＣ－電気工事･施工管理ｴｷｽﾊﾟｰﾄｺｰｽ）
Ｃ－工学部応用化学科（ＣＡ－化学応用コース、ＣＪ－総合化学ｴﾝｼﾞﾆｱコース）
Ｖ－創造工学部自動車システム開発工学科
Ｒ－創造工学部ロボット・メカトロニクス学科
Ｈ－創造工学部ホームエレクトロニクス開発学科
Ｂ－応用バイオ科学部応用バイオ科学科
L－応用バイオ科学部 栄養生命科学科

ＭF ＭＳ ＭＪ ＥＡ ＥＢ ＥＣ ＣＡ ＣＪ Ｖ Ｒ Ｈ Ｂ L R・V
以外 Ｖ Ｒ

化学Ⅰ－α ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ － ○ ○ ○ ○ － 2 1 3 2
化学Ⅰ－αβ ○ ○ ○ ○ ○ ○ □ □ ○ ○ ○ ○ － 3 1 3 2
化学Ⅰ－β － － － － － － □ □ − ○ － ○ － 2 1 − 2
化学Ⅱ－α ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 2 1 3 2
化学Ⅱ－αβ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 3 1 3 2
化学Ⅱ－β － － － － － － ○ ○ − ○ － ○ － 2 1 − 2
生物学概論Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ 2 1 1 1
生物学概論Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 2 1 1 1
生物科学概論 － － － － － － － － － － － － ◎ 2 1 － －
生命科学Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ － 2 1 1 1
生命科学Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ － 2 1 1 1
生命倫理 － － － － － － － － － － － － ○ 2 4 － －
地学概論Ⅰ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 2 2 2 2
地学概論Ⅱ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 2 2 2 2
コンピュータプログラミングⅠ ○ ○ ○ − − − ◎ ◎ ○ − − ◎ － 2 1 1 −
コンピュータプログラミングⅡ ○ ○ ○ − − − ○ ◎ ○ − − ○ － 2 1 1 −
情報処理実習 － － － － － － － － － － － － ○ 1 1 − −
情報検索実習 － － － － － － － － － － － － ○ 1 2 − −
情報管理実習 － － － － － － － － － － － － ○ 1 3 − −
科学数学Ⅰ − − − − − − □ ◎ − － − ○ − 3 1 － －
科学数学Ⅱ − − − − − − □ ◎ − － − ○ − 3 1 － －

分類Ⅱ計 136

k
群

ｌ
群

授　業　科　目  

j
群

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

応用バイオ科学部

必選別 単
位
数

標準年次
工学部 創造工学部
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別表第２　情報学部　分類Ⅱ（２０１０年度入学生）
（○選択）

ａ 微分積分学Ⅰ－αβ ○ ３ １

群 微分積分学Ⅰ－β ○ ２ １

ｂ 微分積分学Ⅱ－αβ ○ ３ １

群 微分積分学Ⅱ－β ○ ２ １

線形代数学Ⅰ－β ○ ２ １

線形代数学Ⅱ－β ○ ２ １

関数論Ⅰ ○ ２ ２

関数論Ⅱ ○ ２ ２

微分方程式ーβ ○ ２ ２

数理論理学 ○ ２ １

離散数学 ○ ２ １

数理統計学 ○ ２ ２

ｃ 力学Ⅰ－α ○ ２ １

群 力学Ⅰ－β ○ ２ １

ｄ 力学Ⅱ－α ○ ２ １

群 力学Ⅱ－β ○ ２ １

ｅ 電磁気学Ⅰ－α ○ ２ ２

群 電磁気学Ⅰ－β ○ ２ ２

ｆ 電磁気学Ⅱ－α ○ ２ ２

群 電磁気学Ⅱ－β ○ ２ ２

ｇ 化学Ⅰ－α ○ ２ ３

群 化学Ⅰ－β ○ ２ ３

ｈ 化学Ⅱ－α ○ ２ ３

群 化学Ⅱ－β ○ ２ ３

情報と科学技術 ○ ２ １

情報とコミュニケーション ○ ２ １

情報産業論 ○ ２ ２

情報と知的財産権 ○ ２ ２

情報と文化 ○ ２ ３

情報と社会心理 ○ ２ ３

情報社会と情報倫理 ○ ２ ３

授　業　科　目 必選別 単位数 標準年次

数
理
科
学
系

自
然
科
学
系

社
会
科
学
系
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文章表現技術Ⅰ ○ ２ １

文章表現技術Ⅱ ○ ２ １

プレゼンテーション技術Ⅰ ○ ２ ２

プレゼンテーション技術Ⅱ ○ ２ ２

情報英語Ⅰ ○ ２ ３

情報英語Ⅱ ○ ２ ３

i 英語基礎Ⅰ－α ○ １ １

群 英語基礎Ⅰ－β ○ １ １

j 英語基礎Ⅱ－α ○ １ １

群 英語基礎Ⅱ－β ○ １ １

科学英語Ⅰ ○ １ ２

科学英語Ⅱ ○ １ ２

英語表現Ⅰ ○ １ ３

英語表現Ⅱ ○ １ ３

初級英会話Ⅰ ○ １ １

初級英会話Ⅱ ○ １ １

中級英会話Ⅰ ○ １ ２

中級英会話Ⅱ ○ １ ２

上級英会話Ⅰ ○ １ ３

上級英会話Ⅱ ○ １ ３

日本語・日本事情Ⅰ ○ ２ １

日本語・日本事情Ⅱ ○ ２ １

言語と文化Ⅰ ○ ２ ２

言語と文化Ⅱ ○ ２ ２

自己表現法Ⅰ ○ ２ ３

自己表現法Ⅱ ○ ２ ３

海外研修英語 ○ ２ 全学年

検定英語Ⅰ ○ ２ 全学年

検定英語Ⅱ ○ ２ 全学年

検定英語Ⅲ ○ ２ 全学年

110

１. 「海外研修英語」（短期語学研修）「検定英語Ⅰ」（英検２級相当）

「検定英語Ⅱ」（英検準１級相当）「検定英語Ⅲ」（英検１級相当）は単位認定科目。

２. 「日本語・日本事情Ⅰ」「日本語・日本事情Ⅱ」「言語と文化Ⅰ」「言語と文化Ⅱ」

「自己表現法Ⅰ」「自己表現法Ⅱ」は留学生対象科目。

分類Ⅱ　　合計

授　業　科　目 必選別 単位数 標準年次

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
系
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別表第３　分類Ⅲ　工学部機械工学科（２００９年度入学生）
Ｍ－工学部機械工学科

(Ｆ－航空宇宙学専攻、Ｓ－ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｴﾝｼﾞﾆｱコース､Ｊ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱコース)

Ｆ S J

留学英語Ⅰ ○ ― ― 2 1
留学英語Ⅱ ○ ― ― 2 1
留学英語Ⅲ ○ ― ― 2 2
留学英語Ⅳ ○ ― ― 2 2
海外集中英語（認定） ○ ― ― 4 3
コンピュータ基礎 ― ○ ○ 2 1
プログラミング基礎 ○ ○ ○ 2 1
Cプログラミング ― ○ ○ 2 2
JAVAプログラミング ― ○ ○ 2 2
数値シミュレーション ― ○ ○ 2 3
基礎ディジタル制御 ― ○ ― 3 3
有限要素法 ○ ○ ○ 2 3
応用力学 □ □ ― 2 2
応用力学Ｊ □ □ ◎ 2 2
機械力学Ⅰ □ □ ― 2 2
機械力学ⅠＪ □ □ ◎ 2 2
機械力学Ⅱ ― ○ ― 2 3
機械力学ⅡＪ ○ ― ○ 2 3
飛行力学 ○ ― ― 2 3
制御工学Ｊ ◎ ― ◎ 2 3
ロボツト工学 ― ○ ○ 2 4
機械設計法Ⅰ ◎ ◎ ◎ 2 2
機械設計法II ◎ ◎ ◎ 2 2
3D-CAD ― ◎ ○ 2 2
機械製図Ⅰ ◎ ◎ ◎ 1 2
機械製図Ⅱ ◎ ◎ ◎ 1 2
機械設計製図 ― ― ◎ 2 3
航空宇宙機設計 ◎ ― ― 2 3
材料力学Ⅰ ◎ ◎ ◎ 2 1
材料力学Ⅱ □ □ ― 2 2
材料力学ⅡＪ □ □ ◎ 2 2
材料力学Ⅲ □ ○ ― 2 2
材料力学ⅢＪ □ ― ◎ 2 2
航空機構造力学 ○ ― ― 2 3
材料強度学 ○ ○ ○ 2 3
加工学Ⅰ ◎ ◎ ◎ 2 2
加工学Ⅱ ○ ○ ○ 2 2
精密加工学 ― ○ ○ 2 3
塑性加工学 ○ ○ ○ 2 3
材料工学Ⅰ ◎ ○ ◎ 2 2
材料工学Ⅱ ○ ○ ○ 2 3
工業デザイン ○ ○ ○ 2 3
メカトロニクス ― ○ ○ 2 3

流れ学Ⅰ □ □ ― 2 2

流れ学ⅠＪ □ □ ◎ 2 2

流れ学Ⅱ □ □ ― 2 2

流れ学ⅡＪ □ □ ◎ 2 2

流体力学Ⅰ ○ ○ ○ 2 3

流体力学Ⅱ ― ○ ○ 2 3

高速空気力学 ○ ― ― 2 3

推進工学 ○ ― ― 2 3

熱力学Ⅰ □ □ ― 2 2

熱力学ⅠＪ □ □ ◎ 2 2

熱力学Ⅱ □ □ ― 2 2

熱力学ⅡＪ □ □ ◎ 2 2

応用熱力学Ⅰ ○ ○ ○ 2 3

応用熱力学Ⅱ ― ○ ○ 2 3

環境伝熱学 □ ○ ― 2 3

伝熱工学Ｊ □ ― ◎ 2 3

f
群

g
群

a
群

b
群

c
群

h
群

i
群

授業科目

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

必選別
単位数 標準年次

d
群

e
群
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Ｆ S J

宇宙機システム工学 ○ ― ― 2 3

航空宇宙通信システム ○ ― ― 2 4

エネルギー変換工学 ○ ○ ○ 2 3

環境エネルギー工学 ○ ○ ○ 2 4

航空宇宙工学 ○ ○ ○ 2 4

計測工学 ○ ○ ○ 2 2

電気・電子工学概論Ⅰ ○ ○ ○ 2 3

電気・電子工学概論Ⅱ ○ ○ ○ 2 3

化学工学概論 ― ○ ○ 2 3

自動車工学 ― ○ ○ 2 3

機械工学プロジェクト ― ◎ ◎ 4 1

機械及び電気工学実験 ◎ ◎ ◎ 2 2

創造設計Ⅰ ― ◎ ― 2 3

創造設計Ⅱ ― □ ― 2 3

機械応用実験 ◎ ― □ 2 3

海外機械工学研修Ⅱ ― □ □ 4 3

創造実験 ― ― ○ 2 3

工場見学 ○ ○ ○ 1 3

機械工学特別講義 ― ○ ○ 1 3

機械工学セミナー ― ○ ○ 1 1

航空宇宙学セミナー ○ ― ― 1 1

航空宇宙学入門 ○ ― ― 2 1

航空宇宙実験プロジェクト ◎ ― ― 4 1

航空宇宙プロジェクト ○ ― ― 2 3

海外航空宇宙学研修 ○ ― ― 2 3

航空宇宙学特別講義 ◎ ― ― 1 3

海外航空宇宙プロジェクト（認定） ○ ― ― 2 3

輪講 ○ ○ ○ 2 4

卒業研究Ⅰ ― ― ○ 3 3

卒業研究Ⅱ ◎ ◎ ◎ 6

機械英語Ⅰ ― ― ◎ 2 3

機械英語Ⅱ ― ― ◎ 2 3

海外機械工学研修I ― ○ ○ 2 3

インターンシップ ○ ○ ○ 2 3

航空無線工学 ○ ― ― 2 2

操縦法概論 ○ ― ― 2 2

航空法概論 ○ ― ― 2 2

航空機操縦基礎実習(認定） ○ ― ― 5 3

Private Pilot Ground School ○ ― ― 4 2

Aviation Fundamental and English ○ ― ― 2 2

Avia 101 ○ ― ― 2 3

Avia 110  ○ ― ― 4 3

Avia 111 ○ ― ― 4 3

Avia 112 ○ ― ― 1 3

Avia 123 ○ ― ― 4 3

Avia 201 ○ ― ― 3 3

Avia 216 ○ ― ― 4 3

CO2 Stop the CO2 最前線 ― ○ ○ 2 3

環境と新エネルギー ― ○ ○ 2 3

新素材と省エネ技術 ― ○ ○ 2 3

Avia 101（Aviation Fundamental）、Avia 110  (Airline Operation)、Avia 111 (Private Pilot Ground School)

Avia 112(Intro to Flight Deck Procedure & Aircraft System)、Avia 123 (Aviation Weather)

ｊ
群

必選別
単位数 標準年次

国
家
・
国
際
資
格
受
験
科
目

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

授業科目

Ｊ（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱ）コース計

Avia 201 (Air Traffic Control)、Avia 216 (Instrument Pilot Ground School)

Ｇ
Ｒ
Ｃ
Ｃ
開
講
科
目
群

Ｆ（航空宇宙工学専攻）計

Ｓ（ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｴﾝｼﾞﾆｱ）コース計

132

プ
ロ
グ
ラ
ム

173

140
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別表第３　分類Ⅲ　工学部電気電子情報工学科（２０１０年度入学生）
Ａ：実践的ｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ　Ｂ：ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ　Ｃ：電気工事・施工管理ｴｷｽﾊﾟｰﾄｺｰｽ

Ａ Ｂ Ｃ
基礎電気回路Ⅰ ◎ ◎ ◎ ３ １
基礎電気回路Ⅱ ◎ ◎ ◎ ３ １・２
基礎電子回路Ⅰ ◎ ◎ ◎ ２ １
電気電子入門 ○ ○ ○ ２ １
目的指向実験（オブジェクト）Ⅰ ◎ ◎ ◎ ２ １
目的指向実験（オブジェクト）Ⅱ ◎ ◎ ◎ ３ ２
専門実験 ◎ ◎ ◎ ２ ３
卒業研究 ◎ ◎ ◎ ６ ４
電気電子工学ゼミ ○ ◎ ○ ２ ４
電気電子設計製図 ○ ◎ ◎ 2 ３
基礎電気磁気学Ⅰ □ － ○ ３ ２
基礎電気磁気学Ⅰ-ＥＢ □ ◎ ○ ３ ２
基礎電気磁気学Ⅱ □ － ○ ３ ２
基礎電気磁気学Ⅱ-ＥＢ □ ◎ ○ ３ ２
電気電子数学Ⅰ □ □ □ ３ １
電気電子数学Ⅱ □ □ □ ３ １
基礎電子回路Ⅱ □ □ □ ３ ２
回路解析Ⅰ □ □ □ ３ ２
回路解析Ⅱ □ □ □ ３ ２
電気電子計測Ⅰ □ □ □ ２ ２
電気電子計測Ⅱ □ □ □ ２ ３
電気機器学 □ □ □ ２ ３
制御工学 □ □ □ ２ ３
環境・エネルギー ○ □ □ ２ ２
パワーエレクトロニクス ○ □ □ ２ ３
アナログ電子回路 □ □ ○ ２ ２
半導体工学 □ □ ○ ２ ２
電子デバイス ○ □ ○ ２ ３
電気電子材料 □ □ ○ ２ ３
パルス電子回路 □ □ ○ ２ ３
論理回路 □ □ ○ ２ ２
電子通信工学 □ □ ○ ２ ３
コンピュータ工学 □ □ ○ ２ ３
電気電子英語Ａ ○ □ ○ ２ ３
電気電子英語Ｂ ○ □ ○ ２ ３
目的指向実験（オブジェクト）Ⅲ □ － □ １ ３
電気電子設計及び特別研究 □ ◎ □ 3 ３
情報リテラシー ○ ○ ○ ２ １
プログラミング入門 ○ ○ ○ ２ １
Ｃ言語 ○ ◎ ○ ２ ２
Ｃ言語による数値計算 ○ ○ ○ ２ ２
電磁波とその応用 ○ ○ ○ ２ ３
電力システム工学 ○ ○ ○ ２ ３
ディジタル制御 ○ ○ ○ ２ ３
エネルギーと電力システム制御 ○ ○ ○ ２ ３
電気法規及び施設管理 ○ ○ ○ ２ ３
プラズマ工学 ○ ○ ○ ２ ３
モバイル・ユビキタス ○ ○ ○ ２ ２
光エレクトロニクス ○ ○ ○ ２ ３
デジタル通信とネットワーク ○ ○ ○ ２ ３
光通信工学 ○ ○ ○ ２ ４
情報信号処理学 ○ ○ ○ ２ ４
音とオーディオ機器の仕組み ○ ○ ○ ２ ２
キャリアデザイン ○ ○ ○ ２ １
インターンシップ ○ ○ ○ ２ ３
電気工事士講座(検定)Ⅰ ○ － □ ２
電気工事士講座(検定)Ⅱ ○ － □ ２
施工管理技士講座(検定) ○ － ○ 1
簿記講座(検定) － － ○ ２
ビジネススキル講座(検定) － － ○ ２
電気情報技術者（検定）Ⅰ ○ － ○ ２
電気情報技術者（検定）Ⅱ ○ － ○ ２
電気電子入門講座 ○ ○ ○ ２ １
マイコン回路設計講座 ○ ○ ○ ２ １
基礎ＬＳＩ設計講座 ○ ○ ○ ２ １

Ａコース １４１
Ｂコース １２５
Ｃコース １４５

合　計 

e
群

ｆ
群

ｇ
群
ｈ
群

a
群
ｂ
群

ｃ
群

ｄ
群

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

必選別 
単位数 標準年次授　業　科　目
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別表第３ 　分類Ⅲ　工学部応用化学科（２０１０年度入学生）

Ａ Ｊ

生命と物質，エネルギー ◎ ◎ 1 1
生活と環境の化学 ◎ ◎ 1 1
化学基礎演習 ◎ ◎ 1 1
分析化学 ◎ ◎ 2 1
環境化学実験 ◎ ◎ 2 1
化学技術と分離操作 ○ ◎ 2 3
流体とエネルギー ○ ◎ 2 3
応用化学概論 ◎ ◎ 2 2
電気工学概論 ○ ○ 2 2
機械工学概論 ○ ○ 2 2
化学英語 － ◎ 2 3
サイエンスコミュニケーション ◎ ◎ 1 1
実験デザイン基礎編 ◎ ◎ 1 1
実験デザイン応用編　 ◎ ◎ 1 2

地球と生命の元素 □ － 2 1
非金属元素の化学 □ ◎ 2 1
身の回りの金属元素 □ － 2 2
金属元素の化学 □ ◎ 2 2
有機医薬品化学入門 □ － 2 1
基礎有機化学 □ ◎ 2 1
医薬品の効果と反応 □ － 2 2
有機官能基の化学 □ ◎ 2 2
合成化学実験 □ － 4 2
合成化学実験Ｊ □ ◎ 4 2
化学反応はなぜ進行するのか □ － 2 2
物理化学基礎 □ ◎ 3 2
化学反応とエネルギー □ － 2 2
溶液の性質と熱力学 □ ◎ 2 2
物理化学実験 □ － 4 2
物理化学実験Ｊ □ ◎ 4 2
化学反応の応用技術 □ － 2 2
化学工学基礎 □ ◎ 2 2
生体物質化学 ○ － 2 2
生体物質化学Ｊ ○ □ 2 2
生物化学 ○ □ 2 3
バイオプロセス化学 ○ □ 2 3
生物工学 ○ □ 2 3
医薬・有機合成入門 ○ － 2 2
医薬・有機合成入門Ｊ ○ □ 2 2
有機反応化学 ○ □ 2 3
高分子化学 ○ □ 2 3
有機合成化学 ○ □ 2 3
環境化学基礎 ○ － 2 2
環境化学基礎Ｊ ○ □ 2 2
環境工学 ○ □ 2 3
大気・水質環境 ○ □ 2 3
環境保全・エコロジー ○ □ 2 3
環境化学計測 ○ □ 2 3
エネルギー化学入門 ○ － 2 2
エネルギー化学入門Ｊ ○ □ 2 2
エネルギー変換化学 ○ □ 2 3
量子化学 ○ □ 2 3
エネルギー材料科学 ○ □ 2 3
エネルギーシステムデザイン ○ □ 2 3

応用化学実験 ◎ － 2 3
応用化学実験Ｊ － ◎ 2 3
生物化学実験 ○ ◎ 2 3
セラミックス材料 ○ ○ 2 3
電気化学 ○ ○ 2 3
高分子材料 ○ ○ 2 3
化学プラント工学 ○ ○ 2 3
生産工学 ○ ○ 2 3
化学反応工学 ○ ○ 2 4
機器分析 ○ ○ 2 3

専
門

プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
専
門

生
物
化
学

医
薬
有
機
合
成

環
境
化
学

エ
ネ
ル
ギ
ー

化
学

専門
導
入科
目

d
群
e
群
f
群

基
　
礎
　
共
　
通

a
群
b
群
c
群

g
群
h
群

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

授　業　科　目
必選別

単位数

i
群

　　Ａ：化学応用コース　Ｊ：総合化学エンジニアコース

標準年次
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Ａ Ｊ
授　業　科　目

必選別
単位数 標準年次

知的財産法 ○ ○ 2 4
総合物理学概論 ○ ○ 2 3
総合化学概論 ○ ○ 2 3
応用化学ゼミⅠ ○ ◎ 1 2

応用化学特別講義 □ ○ 1 3
応用化学ゼミⅡ □ ◎ 1 3

応用化学ゼミⅢ ○ ◎ 1 4
インターンシップ ○ ◇ 2 3
卒業研究 ◎ － 6 4
卒業研究Ｊ － ◎ 6 4

○ ○ 2 1
○ ○ 1 1
○ ○ 2 2
○ ○ 2 3
○ ○ 2 3
○ ○ 2 3

Ａｺｰｽ 156
Ｊｺｰｽ 128

共
通

j
群

プ
ロ
グ
ラ
ム

新素材と省エネ技術

合　計

Stop the CO2入門
Stop the CO2プロジェクトⅠ

CO2

Stop the CO2プロジェクトⅡ
Stop the CO2最前線
環境と新エネルギー
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別表第３ 　分類Ⅲ　創造工学部自動車システム開発工学科（２０１０年度入学生）

工学基礎演習Ⅰ-α □ 1 1
工学基礎演習Ⅰ □ 1 1
工学基礎演習Ⅱ ◎ 1 1
工学入門 ○ 2 1
プロジェクト入門 ◎ 2 1
基礎製図 ◎ 2 1
デザイン基礎 ○ 2 2
機械要素 ◎ 2 2
機械設計 ◎ 2 2
機械力学 ◎ 2 2
材料力学 ◎ 2 2
熱力学 ◎ 2 2
流体力学 ◎ 2 2
C++言語 ○ 2 2
基礎電子回路 ◎ 2 2
自動車システム工学実験 ◎ 2 2
製品企画・マーケティング ○ 2 3
自動車・製品デザイン計画 ○ 2 3
マルチボディダイナミクス ○ 2 2
車両音響・振動システム ○ 2 3
オートモティブエンジニアリング ○ 2 3
材料強度力学 ○ 2 2
材料工学 ○ 2 3
応用熱力学 ○ 2 2
伝熱工学 ○ 2 3
自動車エンジン工学 ○ 2 3
応用流体力学 ○ 2 3
数値解析 ○ 2 2
計算力学 ○ 2 3
モデリングとシミュレーション ○ 2 3
データベース ○ 2 3
データ通信システム概論 ○ 2 3
オペレーティングシステム ○ 2 3
メカトロ電子技術 ○ 2 2
コントロールシステム ○ 2 3
ロボティクス ○ 2 3
加工の力学 ○ 2 2
加工学 ○ 2 3
CAM ○ 2 3
知的財産法 ○ 2 4
工場見学 ○ 1 1
インターンシップ ○ 2 3
輪講 ○ 2 4
卒業研究 ◎ 6 4
プロジェクトA ○ 2 1
プロジェクトB ○ 2 2
プロジェクトC ○ 2 2
プロジェクトD ○ 2 3
プロジェクトE ○ 2 3
海外自動車工学研修 ○ 2 2
分類Ⅲ計 100

（◎必修、□選択必修、○選択）

授業科目 必選別 単位数 標準年次
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別表第３　分類Ⅲ　創造工学部ﾛﾎﾞｯﾄ･ﾒｶﾄﾛﾆｸｽ学科（２０１０年度入学生）
Ａ：ロボット開発コース、Ｂ：人間福祉・健康科学コース

A B

○ ○ 2 1

○ ○ 2 2

○ ○ 2 1

○ ○ 2 1

◎ ◎ 2 1

◎ ◎ 2 1

○ ○ 2 1

○ ○ 2 1

○ ○ 2 2

○ ○ 2 2

○ ◎ 2 1

◎ ◎ 2 2

○ ◎ 2 1

○ ○ 2 2

○ ◎ 2 1

□ ○ 2 1

□ ○ 2 1

◎ ○ 2 1

○ ○ 2 2

○ ○ 2 2

□ ○ 2 3

◎ ○ 2 1

○ ○ 2 2

○ ○ 2 3

□ ○ 2 2

□ ○ 2 2

○ ○ 2 3

◎ ○ 2 2

○ ○ 2 2

◎ ◎ 2 1

○ ○ 2 1

□ ○ 2 2

□ ○ 2 2

□ ○ 2 3

□ ○ 2 3

□ ○ 2 2

□ ○ 2 2

□ ○ 2 3

□ ○ 2 3

□ ○ 2 3

○ ○ 2 2

□ ○ 2 3

○ ○ 2 3

○ ○ 2 3

○ ○ 2 3

CAD

ロボット製品設計

知能情報処理

感覚データ処理技術

通信技術

センサ工学

メカトロニクス

ロボット制御

工
学
基
礎
科
目

設計製図

機
械
系
科
目

情
報
処
理
科
目

電
気
・
電
子
系
科
目

福
祉
メ
カ
ト
ロ
系
科
目

ロ
ボ

ッ
ト
工
学
系
科
目

機構学

機械力学

流れ学

ハードウェア記述言語

基礎電気回路

回路設計入門

アナログ回路

ディジタル回路

画像処理工学

応用力学

材料力学

材料科学

プログラミングⅡ

コンピュータアーキテクチャ

ソフトウェア設計

ロボットシミュレーション

情報数学

コンピュータ演習

プログラミングⅠ

基礎力学

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

プロジェクト設計Ⅰ

プロジェクト設計Ⅱ

プロジェクト設計Ⅲ

ライフサポート概論

福祉機器概論

ロボット工学概論

標準年次

キャンパスライフ実践論

必選別
単位数授 業 科 目

導
入
科
目

ヒューマン・ロボットインタラクション

健康福祉実習

基礎工学演習Ⅰ

基礎工学演習Ⅱ

プロジェクト設計入門

ロボメカ実験

ユニバーサルデザイン

機能補完代行学

福祉機器設計法
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A B

○ ○ 2 2

生活支援技法 ○ ○ 2 3

ケアエンジニアリング ○ ○ 2 3

○ ○ 2 1

○ ○ 2 1

○ ○ 2 2

○ ○ 2 2

○ ○ 2 4

○ ○ 2 3

○ ○ 2 1

○ ○ 2 2

○ ○ 2 1

身体の動作学 ○ ○ 2 2

人間工学 ○ ○ 2 2

生体医工学 ○ ○ 2 3

リハビリテーション科学 ○ ○ 2 3

運動機能の加齢学 ○ ○ 2 2

人間計測学 ○ ○ 2 3

運動とコンディショニング ○ ○ 2 3

認知情報論 ○ ○ 2 2

感覚データ計測技術 ○ ○ 2 3

○ ○ 2 1・2・3・4

○ ○ 2 1・2・3・4

○ ○ 2

○ ○ 2

○ ○ 2

○ ○ 2

○ ○ 2

○ ○ 2

○ ○ 2 3

○ － 2

○ － 2

○ － 2

－ ○ 2 1

－ ○ 2 2

－ ○ 2 3

－ ○ 2 1

－ ○ 2 2

－ ○ 2 3

○ ○ 1 1・2・3・4

○ ○ 1 1・2・3・4

海外創造工学研修 ○ ○ 2 1・2・3・4

○ ○ 2 1

○ ○ 2 1

○ ○ 2 2

○ ○ 2 2

◎ ◎ 2 3

◎ ◎ 2 3

○ ○ 2 4

◎ ◎ 6 4

Ａ：ロボット開発コース

Ｂ：人間福祉・健康科学コース

輪講

プロジェクト入門

プロジェクトⅠ

プロジェクトⅡ

プロジェクトⅢ

分類Ⅲ計
180

186

卒業研究

人
間
特
性
科
目

授 業 科 目

福
祉
環
境
科
目

（◎必修、□選択必修、○選択、－配当なし）

標準年次
必選別

単位数

プロジェクトⅣ

プロジェクトⅤ

健康運動実践Ⅰ

健康運動実践Ⅱ

健康運動実践Ⅲ

地域活動実践Ⅰ

インターンシップ

ロボット開発実践Ⅰ

地域活動実践Ⅱ

地域活動実践Ⅲ

ＭＯＳ検定（ＷＯＲＤ）

ＭＯＳ検定（ＥＸＣＥＬ）

プロジェクト研究Ⅲ

プロジェクト研究Ⅳ

プロジェクト研究Ⅴ

プロジェクト研究Ⅵ

視聴覚障害とコミュニケーション

ロボット開発実践Ⅱ

生体の構造と機能

人間と住まい

現代福祉論

障害をめぐる自立論

医療・介護の制度論

高齢社会の暮らし

ロボット開発実践Ⅲ

レクリエーション援助技法

資
格
・
目
的
別
科
目

体
験
・
創
成
科
目

医学の基礎

運動の生理学

初級情報処理技術者試験（検定）

プロジェクト研究Ⅰ

プロジェクト研究Ⅱ

福祉住環境コーディネータ２級（検定）
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別表第３  分類Ⅲ　創造工学部ﾎｰﾑｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ開発学科（２０１０年度入学生）

学習設計Ⅰ ○ 2 1
学習設計Ⅱ ○ 2 1
学習技術 ○ 2 1
生活と工学技術　 ○ 2 1
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽのための数理Ⅰと演習 ○ 3 1
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽのための数理Ⅱと演習 ○ 3 1
電気電子技術Ⅰと演習　 ◎ 3 1
電気電子技術Ⅱと演習 ◎ 3 1
生活の中の電磁気 ○ 2 2
家電における熱と流れの基礎 ○ 2 2
機械・材料工学の基礎 ○ 2 2
基礎電気電子工学I ○ 2 2
基礎電気電子工学II ○ 2 3
基礎電気電子工学ＩＩＩ ○ 2 3
家電技術の基礎 ○ 2 2
生活とセンサ技術 ○ 2 2
音とｵｰﾃﾞｨｵ機器の仕組み ○ 2 2
エネルギーと電気設備 ○ 2 2
デジタル機器の仕組みⅠ ○ 2 2
デジタル機器の仕組みⅡ ○ 2 3
ホームエレクトロニクスⅠ ◎ 2 2
ホームエレクトロニクスⅡ ◎ 2 2
ﾎｰﾑｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ実験 ◎ 2 1
デジタル回路の基礎 ○ 2 1
デジタル通信と放送 ○ 2 3
健康・ｱﾐｭｰｽﾞﾒﾝﾄ機器の仕組み ○ 2 3
照明機器の仕組み ○ 2 2
電気電子計測基礎と演習 ○ 3 2
家電技術者検定I ○ 2 1・2・3・4
家電技術者検定II ○ 2 1・2・3・4
情報リテラシー ○ 2 1
情報通信技術の基礎 ○ 2 2
コンピュータの仕組みと活用 ○ 2 1
C言語ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ入門 ◎ 2 1
C言語プログラム応用 ○ 2 2
マイコン制御の基礎 ○ 2 1
組み込み技術とプログラム ◎ 2 2
ホームネットワーク技術Ⅰ ○ 2 3
ホームネットワーク技術Ⅱ ○ 2 3
ビジネスITスキル ○ 2 2
プログラム開発設計技法 ○ 2 3
ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞとﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの基礎 ○ 2 3
家電情報技術者検定I ○ 2 1・2・3・4
家電情報技術者検定II ○ 2 1・2・3・4
家電製品とﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝ ○ 2 3
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝと３DCAD入門 ○ 2 3
ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄﾃﾞｻﾞｲﾝと３DCAD応用 ○ 2 3
照明デザイン技法 ○ 2 3
建築設計の基礎 ○ 2 3
住環境デザイン ○ 2 4
デザインと製図 ○ 1 3

デ
ザ
イ
ン
科
目

基
礎
科
目

授業科目

（◎必修、○選択）

情
報
科
目

導
入
科
目

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
目

必選別 単位数 標準年次
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授業科目 必選別 単位数 標準年次

キャリアデザイン ○ 2 1
家電機器と電気法規 ○ 2 3
製品アイデアと法律 ○ 2 3
家電技術と環境問題 ○ 2 1
技術開発と国際規格 ○ 2 2
消費者と製品開発 ○ 2 2
製品企画開発論 ○ 2 3
ビジネスの仕組み ○ 2 3
インターンシップ ○ 2 3
プロジェクト入門 ◎ 2 1
プロジェクト研究Ⅰ ◎ 2 1
プロジェクト研究Ⅱ ◎ 2 2
開発プロジェクト研究 ◎ 2 3
実践プロジェクトⅠ ○ 2 1・2・3・4
実践プロジェクトⅡ ○ 2 1・2・3・4
ﾎｰﾑｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ開発ゼミ ◎ 2 4
卒業研究 ◎ 6 4
マイコン回路設計講座 ○ 2 1・2・3・4
基礎ＬＳＩ設計講座 ○ 2 1・2・3・4
海外創造工学研修 ○ 2 1・2・3・4

分類Ⅲ計 150

（◎必修、○選択）

必選別 単位数 標準年次

設
計
・
創
成
科
目

関
係
科
目

授業科目
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別表第３ 　分類Ⅲ　応用バイオ科学部応用バイオ科学科（２０１０年度入学生）

バイオ入門 ○ 2 1
バイオ製品科学 ○ 2 3
バイオ化学基礎 ○ 2 1
バイオ工学基礎 ○ 2 1
バイオ基礎実験（プロジェクト入門） ◎ 2 1
応用バイオ実験 ◎ 1 1
生化学入門 ○ 2 1
微生物学 ○ 2 1
無機化学 ○ 2 1
物理化学Ⅰ ○ 2 1
分析化学 ◎ 2 1
有機化学 ◎ 2 1
バイオ物理化学 ○ 2 2
物理化学Ⅱ ○ 2 2
生物機能科学 ○ 2 3
生物無機化学 ○ 2 2
バイオ総合演習Ⅰ ○ 1 2
バイオ総合演習Ⅱ ○ 1 3
バイオ特別実験Ⅰ ○ 1 3
バイオ特別実験Ⅱ ○ 1 4
先端バイオ科学 ○ 2 3
海外バイオ研修Ⅰ ○ 2 1・2・3
海外バイオ研修Ⅱ ○ 4 3
バイオ実験Ⅰ（プロジェクトⅠ） ◎ 2 1
バイオ実験Ⅱ（プロジェクトⅡ） ◎ 2 2
バイオ実験Ⅲ（プロジェクトⅢ） ◎ 2 2
バイオ実験Ⅳ（プロジェクトⅣ） ◎ 2 3
バイオ実験Ⅴ（プロジェクトⅤ） ○ 3 3
バイオ特別実験 ○ 1 1・2・3
卒業研究 ◎ 6 4
課題研究Ⅰ ○ 1 1・2
課題研究Ⅱ ○ 1 2・３
環境科学 ○ 2 2
環境工学 ○ 2 3
機器分析 ○ 2 3
化粧品科学 ○ 2 3
生物工学 ○ 2 3
環境保全学 ○ 2 3
機器分析特別実験 ○ 2 3
基礎医学 ○ 2 2
公衆衛生学 ○ 2 2
高分子科学 ○ 2 3
病態薬理学 ○ 2 3
生理活性物質化学 ○ 2 3
免疫化学 ○ 2 3
応用微生物学 ○ 2 2
食品工学 ○ 2 2
食品機能学 ○ 2 3
食品衛生学 ○ 2 2
食品分析学 ○ 2 3
食品加工学 ○ 2 3
食品物性学 ○ 2 3
生物有機化学 ○ 2 2
食品化学 ○ 2 2
機器分析実験Ⅰ ◎ 2 2
有機立体化学 ○ 2 2
バイオ機器分析 ◎ 2 2
生化学Ⅰ ◎ 2 2
分子生物学 ○ 2 3
生化学Ⅱ ◎ 2 3
遺伝子工学 ○ 2 3
植物バイオテクノロジー ○ 2 3

（◎必修、○選択）

授業科目 必選別 単位数 標準年次
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授業科目 必選別 単位数 標準年次

細胞生物学 ○ 2 2
動物バイオテクノロジー ○ 2 3
輪講 ◎ 2 4
バイオインフォマティクス実習 ○ 1 3
機器分析実験Ⅱ ◎ 2 3
インターンシップ ○ 2 3
応用バイオ科学ゼミ ○ 1 3
分子栄養学 ○ 2 3
国際コミュニティバイオ英語Ⅰ ○ 1 2
国際コミュニティバイオ英語Ⅱ ○ 1 2
バイオ技術者中級（検定） ○ 2 全学年
バイオ技術者上級（検定） ○ 2 全学年
分類Ⅲ計 143
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別表第３  分類Ⅲ　応用バイオ科学部　栄養生命科学科（２０１０年度入学生）

栄養生命科学概論 ◎ 2 1

健康管理論 ◎ 2 2

公衆衛生学 ◎ 2 2

解剖生理学Ⅰ ◎ 2 1

解剖生理学Ⅱ ◎ 2 2

解剖生理学実験 ◎ 1 2

生化学I ◎ 2 1

生化学Ⅱ ◎ 2 1

生化学実験Ⅰ ◎ 1 1

生化学実験Ⅱ ◎ 1 1

微生物学 ◎ 2 1

微生物学実験 ◎ 1 1

病理病態学I ◎ 2 2

病理病態学Ⅱ ◎ 2 3

食品学I ◎ 2 1

食品学実験I ◎ 1 1

食品学Ⅱ ◎ 2 2

食品学実験Ⅱ ◎ 1 2

食品衛生学 ◎ 2 2

食品衛生学実験 ◎ 1 2

調理学 ◎ 2 1

調理学実験 ◎ 1 2

調理学実習Ⅰ ◎ 1 1

調理学実習Ⅱ ◎ 1 1

基礎栄養学 ◎ 2 2

基礎栄養学実験 ◎ 1 2

応用栄養学Ⅰ ◎ 2 2

応用栄養学Ⅱ ◎ 2 3

応用栄養学Ⅲ ◎ 2 3

応用栄養学実習 ◎ 1 2

栄養教育論I ◎ 2 2

栄養教育論Ⅱ ◎ 2 3

栄養教育論Ⅲ ◎ 2 3

栄養教育論実習Ⅰ ◎ 1 3

栄養教育論実習Ⅱ ◎ 1 3

臨床栄養学I ◎ 2 2

臨床栄養学Ⅱ ◎ 2 2

臨床栄養学Ⅲ ◎ 2 3

臨床栄養学Ⅳ ◎ 2 3

臨床栄養学実習Ⅰ ◎ 1 3

臨床栄養学実習Ⅱ ◎ 1 3

公衆栄養学Ｉ ◎ 2 2

公衆栄養学Ⅱ ◎ 2 3

公衆栄養学実習 ◎ 1 3

給食経営管理論Ｉ ◎ 2 2

給食経営管理論Ⅱ ◎ 2 2

給食経営管理実習 ◎ 1 2

総合演習 ◎ 2 3・4

臨地実習Ⅰ（臨床栄養） ◎ 2 3・4

臨地実習Ⅱ（公衆栄養） □ 1 3・4

臨地実習Ⅲ（給食経営管理） □ 1 3・4

臨地実習Ⅳ（給食の運営） ◎ 1 3・4

専
門
科
目

基
礎
栄

養
学

応
用
栄
養
学

栄
養
教
育
論

臨
床
栄
養
学

公
衆
栄
養
学

給
食
経
営

管
理
論

総
合
演
習

臨
地
実
習

専
門
基
礎
科
目

社
会
･
環
境

と
健
康

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
疾
病
の
成
り
立
ち

食
べ
物
と
健
康

（◎必修、○選択）

授業科目 必選別 単位数 標準年次
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卒業研究 ◎ 4 4

栄養サポートチーム(NST)論 ○ 2 3

食品加工学 ○ 2 3

食品工学 ○ 2 3

食品官能評価論 ○ 2 4

食品物性学 ○ 2 3

食品分析学 ○ 2 2

食品機能学 ○ 2 3

遺伝子工学 ○ 2 3

分子生物学 ○ 2 3

分子栄養学 ○ 2 3

免疫化学 ○ 2 3

臨床生化学 ○ 2 4

インターネット技術Ⅰ ○ 2 2

インターネット技術Ⅱ ○ 2 3

ネットワーク工学 ○ 2 2

ＷＥＢ技術入門 ○ 2 2

音声情報処理 ○ 2 2

画像情報処理 ○ 2 2

パターン情報処理 ○ 2 3

分類Ⅲ計 125

　（注）1．週時間数の（　）は複数学年・学期開講を示す。

専門演習

専
門
発
展
科
目

専
門
関
連
科
目
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別表第３ 分類Ⅲ　情報学部情報工学科（２０１０年度入学生）

（◎必修、○選択）

情報理論 ○ ２ ２

情報セキュリティ ○ ２ ３

アルゴリズムとデータ構造 ○ ２ ２

ソフトウェア工学 ○ ２ ２

データベース ○ ２ ３

ヒューマンインターフェース ○ ２ ３

オペレーティングシステム ○ ２ ３

Ｃ言語Ⅰ ◎ ３ １

Ｃ言語Ⅱ ◎ ３ １

Ｃ＋＋言語 ○ ３ ２

ＪＡＶＡ言語 ○ ３ ２

計算機概論 ◎ ２ １

計算機アーキテクチャ ○ ２ １

電気回路 ○ ２ １

論理回路 ○ ３ １

通信工学 ○ ２ ２

コンピュータネットワーク ○ ２ ２

マルチメディア論 ○ ２ ２

コンピュータグラフィックス ○ ２ ２

基本情報技術者演習 ○ １ ２～３

上級情報技術者演習 ○ １ ３

初級情報技術者（検定） ○ ２ 全学年

基本情報技術者（検定） ○ ２ 全学年

ソフトウェア開発技術者（検定） ○ ２ 全学年

上級情報技術者（検定） ○ ２ 全学年

情報教員のためのデータ処理技法　 ○ ２ ３

情報教員のためのサーバ管理技法 ○ ２ ３

起業基礎講座 ○ ２ ２

マーケティング・経営戦略 ○ ２ ３

ファイナンス・会計管理 ○ ２ ３

実践的マーケティング論 ○ ２ ３

実践的マネジメント論 ○ ２ ３

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾏｽﾀｰ ○ １ 全学年

ｹﾞｰﾑｸﾘｴｰﾀｰ特訓 ○ １ 全学年

プロジェクト研究Ⅰ ○ １ 全学年

プロジェクト研究Ⅱ ○ １ 全学年

プロジェクト研究Ⅲ ○ １ 全学年

プロジェクト研究Ⅳ ○ １ 全学年

プロジェクト研究Ⅴ ○ １ 全学年

プロジェクト研究Ⅵ ○ １ 全学年

インターンシップ ○ ２ ３

数
理
系

ソ
フ
ト
系

ハ
ー

ド
系

資
格
系

目
的
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
系

授　業　科　目 必選別 単位数 標準年次

学
部
共
通
科
目
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（◎必修、○選択）

分散システム ○ ２ ３

分散データベース ○ ２ ３

モバイルコンピューティング ○ ２ ４

オートマトンと言語理論 ○ ２ ２

自然言語処理 ○ ２ ２

人工知能基礎論 ○ ２ ３

知識工学 ○ ２ ３

ソフトウェア基礎論 ○ ２ １

プログラム言語処理 ○ ２ ２

論理回路設計 ○ ２ ２

論理集積回路設計 ○ ２ ２

システム工学 ○ ２ ３

オペレーションズリサーチ ○ ２ ３

ネットワーク管理論 ○ ２ ３

データベース管理論 ○ ２ ３

システム管理論 ○ ２ ４

組み込みシステム ○ ２ ３

組み込みソフトウエア工学 ○ ２ ３

メカトロニクス ○ ２ ３

Ｗeb技術入門 ○ ２ ２

情報システム概論 ○ ２ ３

ビジネスアプリケーション ○ ２ ４

ＵＭＬモデリング ○ ２ ３

オブジェクト指向分析設計論 ○ ２ ３

プロジェクト管理論 ○ ２ ４

経営管理論 ○ ２ ３

情報技術と企業経営 ○ ２ ３

経営情報システム ○ ２ ４

情報工学特別講義 ○ １ １

情報工学リテラシーⅠ ◎ ２ １

情報工学リテラシーⅡ ◎ ２ １

情報工学基礎実験Ⅰ ◎ ２ ２

情報工学基礎実験Ⅱ ◎ ２ ２

情報工学実験Ⅰ ◎ ２ ３

情報工学実験Ⅱ ◎ ２ ３

情報工学セミナーⅠ ◎ １ ３

情報工学セミナーⅡ ◎ １ ３

情報工学セミナーⅢ ◎ ２ ４

卒業研究 ◎ ６ ４

156

必選別 単位数 標準年次

分
散
系

知
能
系

２
学
科
共
通
科
目

授　業　科　目

学
科
固
有
科
目

分類Ⅲ　計

基
礎
系

管
理
・
制
御
系

開
発
系

体
験
系
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別表第３  分類Ⅲ　情報学部情報ネットワーク・コミュニケーション学科

（２０１０年度入学生）

（◎必修、○選択）

情報理論 ○ ２ ２

情報セキュリティ ○ ２ ３

アルゴリズムとデータ構造 ○ ２ ２

ソフトウェア工学 ○ ２ ２

データベース ○ ２ ３

ヒューマンインターフェース ○ ２ ３

オペレーティングシステム ○ ２ ３

Ｃ言語Ⅰ ◎ ３ １

Ｃ言語Ⅱ ◎ ３ １

Ｃ＋＋言語 ○ ３ ２

ＪＡＶＡ言語 ○ ３ ２

計算機概論 ◎ ２ １

計算機アーキテクチャ ○ ２ １

電気回路 ○ ２ １

論理回路 ○ ３ １

通信工学 ○ ２ ２

コンピュータネットワーク ○ ２ ２

マルチメディア論 ○ ２ ２

コンピュータグラフィックス ○ ２ ２

基本情報技術者演習 ○ １ ２～３

上級情報技術者演習 ○ １ ３

初級情報技術者（検定） ○ ２ 全学年

基本情報技術者（検定） ○ ２ 全学年

ソフトウェア開発技術者（検定） ○ ２ 全学年

上級情報技術者（検定） ○ ２ 全学年

情報教員のためのデータ処理技法 ○ ２ ３

情報教員のためのサーバ管理技法 ○ ２ ３

起業基礎講座 ○ ２ ２

マーケティング・経営戦略 ○ ２ ３

ファイナンス・会計管理 ○ ２ ３

実践的マーケティング論 ○ ２ ３

実践的マネジメント論 ○ ２ ３

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾏｽﾀｰ ○ １ 全学年

ｹﾞｰﾑｸﾘｴｰﾀｰ特訓 ○ １ 全学年

プロジェクト研究Ⅰ ○ １ 全学年

プロジェクト研究Ⅱ ○ １ 全学年

プロジェクト研究Ⅲ ○ １ 全学年

プロジェクト研究Ⅳ ○ １ 全学年

プロジェクト研究Ⅴ ○ １ 全学年

プロジェクト研究Ⅵ ○ １ 全学年

インターンシップ ○ ２ ３

学
部
共
通
科
目

数
理
系

ソ
フ
ト
系

ハ
ー

ド
系

資
格
系

目
的
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
系

授　業　科　目 必選別 単位数 標準年次
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（◎必修、○選択）

分散システム ○ ２ ３

分散データベース ○ ２ ３

モバイルコンピューティング ○ ２ ４

バーチャルリアリティ ○ ２ ３

感性情報処理 ○ ２ ３

ディジタル通信工学 ○ ２ ２

ディジタル移動通信 ○ ２ ３

光通信技術 ○ ２ ３

ネットワーク工学 ○ ２ ２

インターネット技術Ⅰ ○ ２ ２

インターネット技術Ⅱ ○ ２ ３

ＬＡＮとネットワーク管理 ○ ２ ３

ネットワークセキュリティ ○ ２ ３

初級ネットワーク技術者（検定） ○ ２ 全学年

上級ネットワーク技術者（検定） ○ ２ 全学年

ディジタル信号処理技術 ○ ２ ２

マルチメディアコンテンツ ○ ２ ２

マルチメディア通信システム ○ ２ ３

サイバースペース ○ ２ ３

Ｗｅｂアプリケーション ○ ２ ２

ヒューマンメディア技術 ○ ２ ３

電子商取引 ○ ２ ３

Ｗｅｂデザイン ○ 2 3

情報セキュリティマネジメント ○ ２ 2

情報セキュリティと法制度 ○ ２ 2

情報ネットワーク特別講義 ○ １ １

情報ネットワークリテラシーⅠ ◎ ２ １

情報ネットワークリテラシーⅡ ◎ ２ １

情報ネットワーク基礎実験Ⅰ ◎ ２ ２

情報ネットワーク基礎実験Ⅱ ◎ ２ ２

情報ネットワーク実験Ⅰ ◎ ２ ３

情報ネットワーク実験Ⅱ ◎ ２ ３

情報ネットワークセミナーⅠ ◎ １ ３

情報ネットワークセミナーⅡ ◎ １ ３

情報ネットワークセミナーⅢ ◎ ２ ４

卒業研究 ◎ ６ ４

150分類Ⅲ　計

応
用
系

学
科
固
有
科
目

体
験
系

技
術
系

標準年次

２
学
科
共
通
科
目

分
散
系

H
M
系

授　業　科　目 必選別 単位数 
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別表第３  分類Ⅲ　情報学部情報メディア学科（２０１０年度入学生）
（◎必修、○選択）

情報理論 ○ 2 ２

情報セキュリティ ○ 2 ３

アルゴリズムとデータ構造 ○ 2 ２

ソフトウェア工学 ○ 2 ２

データベース ○ 2 ３

ヒューマンインターフェース ○ 2 ３

オペレーティングシステム ○ 2 ３

Ｃ言語Ⅰ ◎ 3 １

Ｃ言語Ⅱ ◎ 3 １

Ｃ＋＋言語 ○ 3 ２

ＪＡＶＡ言語 ○ 3 ２

計算機概論 ◎ 2 １

計算機アーキテクチャ ○ 2 １

電気回路 ○ 2 １

論理回路 ○ 2 １

通信工学 ○ 2 ２

コンピュータネットワーク ○ 2 ２

マルチメディア論 ○ 2 ２

コンピュータグラフィックス ○ 2 ２

基本情報技術者演習 ○ 1 ２～３

上級情報技術者演習 ○ 1 ３

初級情報技術者（検定） ○ 2 全学年

基本情報技術者（検定） ○ 2 全学年

ソフトウェア開発技術者（検定） ○ 2 全学年

上級情報技術者（検定） ○ 2 全学年

情報教員のためのデータ処理技法　 ○ 2 ３

情報教員のためのサーバ管理技法 ○ 2 ３

起業基礎講座 ○ 2 ２

マーケティング・経営戦略 ○ 2 ３

ファイナンス・会計管理 ○ 2 ３

実践的マーケティング論 ○ 2 ３

実践的マネジメント論 ○ 2 ３

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞﾏｽﾀｰ ○ 1 全学年

ｹﾞｰﾑｸﾘｴｰﾀｰ特訓 ○ 1 全学年

プロジェクト研究Ⅰ ○ 1 全学年

プロジェクト研究Ⅱ ○ 1 全学年

プロジェクト研究Ⅲ ○ 1 全学年

プロジェクト研究Ⅳ ○ 1 全学年

プロジェクト研究Ⅴ ○ 1 全学年

プロジェクト研究Ⅵ ○ 1 全学年

インターンシップ ○ 2 ３

オートマトンと言語理論 ○ 2 ２

学
部
共
通
科
目

数
理
系

ソ
フ
ト
系

ハ
ー

ド
系

資
格
系

目
的
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
系

単位数 標準年次授　業　科　目 必選別
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自然言語処理 ○ 2 ２

人工知能基礎論 ○ 2 ３

知識工学 ○ 2 ３

バーチャルリアリティ ○ 2 ３

感性情報処理 ○ 2 ３

音楽論 ○ 2 １

サウンド解析 ○ 2 ２

映像基礎論 ○ 2 3

ディジタル信号処理 ○ 2 ２

論理設計 ○ 2 ３

サウンド情報処理 ○ 2 ３

画像情報処理 ○ 2 ２

パターン情報処理 ○ 2 ３

コラボレイティブWeb ○ 2 ３

キャラクタ概論I ○ 2 1

キャラクタ概論II ○ 2 1

メディアコンテンツ制作概論 ○ 2 ２

ハイパーメディア制作 ○ 2 ２

キャラクタ創作論 ○ 2 ２

キャラクタ制作 ○ 2 ２

ビジュアルシミュレーション ○ 2 ２

コンピュータ音楽制作 ○ 2 ３

ＣＧデザイン ○ 2 ３

ＣＧアニメーション制作 ○ 2 ３

ゲーム制作論 ○ 2 1

メディアシステム ○ 2 2

ディジタル出版・広報論 ○ 2 ４

デザイン工学 ○ 2 ３

メディアアート ○ 2 3

メディア実践講座 ○ 2 1

情報メディア特別講義 ○ 1 １

情報メディアリテラシーⅠ ◎ 2 １

情報メディアリテラシーⅡ ◎ 2 １

情報メディア基礎演習Ⅰ ◎ 2 ２

情報メディア基礎演習Ⅱ ◎ 2 ２

情報メディア演習Ⅰ ◎ 2 ３

情報メディア演習Ⅱ ◎ 2 ３

海外情報メディア研修　 ○ 2 ３

国際情報メディア実習 ○ 1

情報メディアセミナーⅠ ◎ 1 ３

情報メディアセミナーⅡ ◎ 1 ３

情報メディアセミナーⅢ ◎ 2 ４

卒業研究 ◎ 6 ４
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分類Ⅲ　計

H
M
系

処
理
系

制
作
系

２
学
科
共
通
科
目

知
能
系

学
科
固
有
科
目

基
礎
系

体
験
系
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別表第４の１　教職に関する科目（２０１０年度入学生）

数
学

理
科

技
術

工
業

数
学

理
科

情
報

教 職 概 論 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ２ 1

学 校 と 教 育 の 歴 史 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ２ 1

教 育 心 理 学 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ２ 1

教 育 行 政 論 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ２ 2

教 育 課 程 論 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ２ 3

工 業 科 教 育 法 Ⅰ － － － ◎ － － － － ２ 3

工 業 科 教 育 法 Ⅱ － － － ◎ － － － － ２ 3

情 報 科 教 育 法 Ⅰ － － － － － － ◎ － ２ 3

情 報 科 教 育 法 Ⅱ － － － － － － ◎ － ２ 3

理 科 教 育 法 Ⅰ － □ － － － □ － － ２ 2

理 科 教 育 法 Ⅱ － □ － － － □ － － ２ 2

理 科 教 育 法 Ⅲ － □ － － － □ － － ２ 3

理 科 教 育 法 Ⅳ － □ － － － □ － － ２ 3

数 学 科 教 育 法 Ⅰ □ － － － □ － － － ２ 2

数 学 科 教 育 法 Ⅱ □ － － － □ － － － ２ 2

数 学 科 教 育 法 Ⅲ □ － － － □ － － － ２ 3

数 学 科 教 育 法 Ⅳ □ － － － □ － － － ２ 3

技 術 科 教 育 法 Ⅰ － － □ － － － － － ２ 2

技 術 科 教 育 法 Ⅱ － － □ － － － － － ２ 2

技 術 科 教 育 法 Ⅲ － － □ － － － － － ２ 3

技 術 科 教 育 法 Ⅳ － － □ － － － － － ２ 3

道 徳 教 育 の 理 論 と 実 践 ◎ ◎ ◎ － － － － ◎ ２ 2

特 別 活 動 の 指 導 法 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ２ 2

教 育 方 法 論 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ２ 3

生 徒 指 導 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ２ 1

教 育 相 談 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ２ 2

教 育 実 習 Ⅰ ◎ ◎ ◎ － － － － － ２ 4

教育実習Ⅱ(事前事後指導1単位含) ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ３ 4

栄 養 教 育 実 習 － － － － － － － ◎ ２ 4

教 職 実 践 演 習 ( 中 ・ 高 ) ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ － ２ 4

教 職 実 践 演 習 ( 栄 養 教 諭 ) － － － － － － － ◎ ２ 4

（◎必修、□選択必修、－配当なし）

授　業　科　目

必選別

単位数 標準年次
中学校 高等学校 栄

養
教
諭
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別表第４の１の２　教科に関する専門科目（２０１０年度入学生）

Ｍ－工学部機械工学科

Ｍ－工学部機械工学科(ＭF－航空宇宙学専攻、ＭＳ－ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｴﾝｼﾞﾆｱコース､ＭＪ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱコース)

Ｅ－工学部電気電子情報工学科

　　（ＥＡ－実践的ｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､ＥＢ－ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､ＥＣ－電気工事･施工管理ｴｷｽﾊﾟｰﾄｺｰｽ）

Ｃ－工学部応用化学科（ＣＡ－化学応用コース、ＣＪ－総合化学ｴﾝｼﾞﾆｱコース）

Ｖ－創造工学部自動車システム開発工学科

Ｒ－創造工学部ロボット・メカトロニクス学科

Ｈ－創造工学部ホームエレクトロニクス開発学科

Ｂ－応用バイオ科学部応用バイオ科学科

L－応用バイオ科学部栄養生命科学科

Ｍ
F

Ｍ
Ｓ

Ｍ
Ｊ

Ｅ
Ａ

Ｅ
Ｂ

Ｅ
Ｃ

Ｃ
Ａ

Ｃ
Ｊ

Ｖ Ｒ Ｈ B L I N D

職 業 指 導 Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 2 3

職 業 指 導 Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 2 3

工 業 概 論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - ○ ○ ○ 2 1

情 報 と 職 業 - - - - - - - - - - ○ - - ○ ○ ○ 2 3

地 学 実 験 - - - - - - ○ ○ - - - ○ - - - - 1 3

木 材 加 工 概 論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - - ○ ○ - - - - - 2 1

金 属 加 工 概 論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - - ○ ○ - - - - - 2 1

機 械 概 論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - - ○ ○ - - - - - 2 1

電 気 概 論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - - ○ ○ - - - - - 2 1

栽 培 概 論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - - ○ ○ - - - - - 2 1

情報とｺﾝﾋﾟｭｰﾀ概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - - ○ ○ - - - - - 2 1

学 校 栄 養 指 導 論 - - - - - - - - - - - - ○ - - - 2 2

食 育 指 導 論 - - - - - - - - - - - - ○ - - - 2 3

１．「職業指導Ⅰ」「職業指導Ⅱ」「工業概論」は免許教科「工業」の教科に関する専門科目（必修）

２．「情報と職業」は免許教科「情報」の教科に関する専門科目（必修）

３．「地学実験」は免許教科「理科」の教科に関する専門科目（必修）

４．「木材加工概論」、「金属加工概論」、「機械概論」、「電気概論」、「栽培概論」、

　　「情報とコンピュータ概論」は免許教科「技術」に係る教科に関する専門科目（必修）

５．「学校栄養指導論」「食育指導論」は免許教科「栄養教諭」の栄養に係る教科に関する専門科目（必修）

情報学部

必選別

関
連
科
目

応用バイ
オ科学部 標準年次授　業　科　目 単位数工学部 創造工学部
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別表第４の２　学芸員課程に関する科目（２０１０年度入学生）

生涯学習概論 ◎ ◎ ◎ ◎ 2 1

博物館学Ⅰ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 1

博物館学Ⅱ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2

博物館学Ⅲ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2

博物館実習Ⅰ ◎ ◎ ◎ ◎ 1 2

博物館実習Ⅱ ◎ ◎ ◎ ◎ 2 3

マルチメディア論 ◎ ◎ ◎ ◎ 2 2

教育学 ◎ - ◎ ◎ 2 1

教育学Ⅰ - ◎ - - 2 1

生命科学Ⅰ ◎ - ◎ ◎ 2 1

生命科学Ⅱ ◎ - ◎ ◎ 2 2

地球の歴史 - ◎ - - 2 2

情報と文化 - ◎ - - 2 3

化学Ⅰ-α ○ ○ ○ ○ 2 1

化学Ⅰ-αβ ○ - ○ ○ 3 1

化学Ⅰ-β ○ ○ ○ ○ 2 1

アジアの文化と社会 ○ - ○ ○ 2 1

美術史にみる比較文化論 ○ - ○ ○ 2 3

近代物理学 ○ - ○ ○ 2 2

アジアの文化と社会Ⅰ - ○ - - 2 1

日本の歴史と文化 - ○ - - 2 2

ヨーロッパの歴史と文化 - ○ - - 2 2

物質の世界 - ○ - - 2 1

宇宙の起源と進化 - ○ - - 2 2

（注） 「学芸員」資格の要件：必修19単位、選択４単位以上

※応用バイオ科学部栄養生命科学科を除く。

関
連
科
目

情
報
学
部

創
造
工
学
部

応
用
バ
イ
オ
科
学
部

博
物
館
に
関
す
る
科
目

授業科目

必選別

単位数

工
学
部

（◎必修、○選択、-配当なし）

標準年次
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別表第４の３　　教員免許状の種類（２０１０年度入学生）

技　術

数　学

工　業

数　学

中学校教諭一種免許状 理　科

工　業

理　科

自動車システム開発工学科 高等学校教諭一種免許状 工　業

中学校教諭一種免許状 技　術

高等学校教諭一種免許状 工　業

中学校教諭一種免許状 技　術

工　業

情　報

中学校教諭一種免許状 理　科

工　業

理　科

栄養生命科学科

情 報 学 部

情報工学科

情報ネットワーク・コミュニケーション学科

情報メディア学科

高等学校教諭一種免許状

工　業

情　報

応用バイオ科学部
応用バイオ科学科

高等学校教諭一種免許状

高等学校教諭一種免許状

応用化学科
高等学校教諭一種免許状

 栄養教諭一種免許状

免許教科

ロボット・メカトロニクス学科

ホームエレクトロニクス開発学科

創 造 工 学 部

高等学校教諭一種免許状

免許状授与の所要資格を得させるための課程をおく学部・学科 免 許 状 の 種 類

工　学　部

機械工学科

電気電子情報工学科

中学校教諭一種免許状
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　　別表第４の４　　Stop the CO2プログラム(２０１０年度入学生)

Ｍ－機械工学科（MＦ 航空宇宙学専攻、MS ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｴﾝｼﾞﾆｱコース、MJ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱコース）

Ｅ－電気電子情報工学科（EA 実践的ｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ、ＥＢ ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱｺｰｽ､EC 電気工事・施工管理ｴｷｽﾊﾟｰﾄｺｰｽ）

Ｃ－応用化学科（CA 化学応用コース、CJ 総合化学エンジニアコース）

Ｖ－自動車システム開発工学科

Ｒ－ロボット・メカトロニクス学科

Ｈ－ホームエレクトロニクス開発学科

Ｂ－応用バイオ科学科

L－栄養生命科学科

MＦ MS MJ EA EＢ EC CA CJ V R H B L

StopTheCO2入門 △ △ △ △ △ △ ○ ○ △ △ △ △ △ △ 2 1

StopTheCO２とライフデザイン（分類Ⅰ）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - - 2 1

StopTheCO2プロジェクトⅠ △ △ △ △ △ △ ○ ○ △ △ △ △ △ △ 1 1

StopTheCO2プロジェクトⅡ △ △ △ △ △ △ ○ ○ △ △ △ △ △ △ 2 2

StopTheCO2最前線 △ ○ ○ △ △ △ ○ ○ △ △ △ △ △ △ 2 3

環境と新エネルギー △ ○ ○ △ △ △ ○ ○ △ △ △ △ △ △ 2 3

新素材と省エネ技術 △ ○ ○ △ △ △ ○ ○ △ △ △ △ △ △ 2 3

環境エネルギー工学　　　　　　　　　[M科開講科目]

環境伝熱学　　　　　　　　　　　　　[M科開講科目]

エネルギー変換工学　　　　　　　　　[M科開講科目]

環境・エネルギー　　　　　　　　　　[E科開講科目]

エネルギーと電力システム制御　　　　[E科開講科目]

環境保全・エコロジー　　　　　　　　[C科開講科目]

エネルギー化学入門J　　　　 　　   [C科開講科目]

自動車エンジン工学　　　　　　　　　[V科開講科目]

家電技術と環境問題　　　　　　　　　[H科開講科目]

エネルギーと電気設備　　　　　　　　[H科開講科目]

住環境デザイン　　　　　　　　　　　[H科開講科目]

微生物学　　　　　　   　　　　　　[B科開講科目]

バイオ製品科学　　　　　　　　　　　[B科開講科目]

生物工学　　　　　　　　　　　　　　[B科開講科目]

１．［Stop the CO2専用科目群・各学科提供StopTheCO2関連科目群］の配当学科以外の科目は、他学科履修となります。

（○選択、△自由、－配当無し）

情
報
学
部

単位数 標準年次工学部 創造工学部 応用バイオ科学部

必選別

２．Stop the CO2プログラムの科目から、15単位以上（Stop the CO2専用科目から9単位以上）の単位を修得した場合に修了証を

　　交付いたします。

［Stop the CO2専用科目群］

［各学科提供StopTheCO2関連科目群］
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別表第５　　卒業要件(２０１０年度入学生)

工学部　機械工学科

F Ｓ Ｊ ＊注1

選択 8 12 12

ａ群 選必 1 1 1

ｂ群 選必 1 1 1

ｃ群 選必 1 1 1

ｄ群 選必 1 1 1

ｅ群 選必 4 4 4

選必 1 1 1 ＊注2

必修 － － 2

選択 4 4 2

分類Ⅰ (21) (25) (25)

必修 2 2 4

選択 2 2 2

ａ群 選必 2 2 2

ｂ群 選必 2 2 2

ｃ群 選必 2 2 2

ｄ群 選必 2 2 2

ｅ群 選必 2 2 2

ｆ群 選必 2 2 2

ｇ群 選必 2 2 2

ｈ群 選必 2 2 2

ｉ群 選必 2 2 2

(22) (22) (24)

31 26 50

32 20[18] 23[21]

ａ群 選必 2 2 －

ｂ群 選必 2 2 －

ｃ群 選必 2 2 －

ｄ群 選必 2 2 －

ｅ群 選必 2 2 －

ｆ群 選必 2 2 －

ｇ群 選必 2 2 －

ｈ群 選必 2 － －

ｉ群 選必 2 － －

j群 選必 － 2[4] 2[4]

(81) (62) (75)

－ 15 － ＊注3

124 124 124
注１）F（航空宇宙学)専攻、Ｓ（ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｴﾝｼﾞﾆｱ）コース、Ｊ（ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾝｼﾞﾆｱ）コース

注２）最大４単位

注３）任意とは自由科目及び分類Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの卒業要件（選必・選択）をオーバーした修得単位をいう

  　 また、自由科目には他コース、他学科、他大学での修得科目、「教職に関する科目」「学芸員に

　　　　関する科目」の一部も含む。

分類Ⅰ－ｄ・ｅ

分類Ⅰ－ａ

分類Ⅰ－ｂ

（小計）

必選別
卒業必要単位数

分類Ⅰ－ｃ

無群

（小計）

合計

分類Ⅲ

（小計）

任意

分類Ⅱ

必修

選択
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別表第５　　卒業要件(２０１０年度入学生)

工学部　電気電子情報工学科

Ａ Ｂ Ｃ ＊注1

選択 ‐ 12 ‐
ａ群 選必 1 1 1
ｂ群 選必 1 1 1
ｃ群 選必 ‐ 1 ‐
ｄ群 選必 ‐ 1 ‐

ｅ・ｇ群 選必 ‐ 4 ‐
選必 ‐ 1 ‐ ＊注2

必修 ‐ 2 ‐
選択 ‐ 2 ‐
選択 18 ‐ 18

分類Ⅰ （20） （25） （20）
必修 2 2 2
選必 ‐ 2 ‐
選択 ‐ 12 ‐

ａ群 選必 2 2 2
ｂ群 選必 2 2 2
ｆ群 選必 2 2 2

（8） （22） （8）
必修 21 27 23
選必 ‐ ‐ 2 ＊注3

必修 ‐ 3 ‐
選必 3 ‐ ‐
必修 ‐ 3 ‐
選必 3 ‐ ‐

ｃ群 選必 9
ｄ群 選必 4
ｅ群 選必 4 ‐
ｆ群 選必 4 ‐
ｇ群 選必 ‐ 2 ‐

必修 ‐ 3 ‐
選必 1 ‐ 1

‐ 18 ‐
（42） （77） （36）

選択 34 ‐ 40
（34） ‐ （40）

任意 （20） ‐ （20） ＊注4

124 124 124
注１）Ａ（実践的エンジニア）コース、Ｂ（グローバルエンジニア）コース、

　　　Ｃ（電気工事・施工管理ｴｷｽﾊﾟｰﾄ)コース

注2）最大４単位　　　

注3）Cコースの学生は、電気工事士講座（検定）Ⅰ・Ⅱのいずれかを必ず修得すること。

注4）任意とは自由科目及び分類Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの卒業要件（選必・選択）をオーバーした修得単位をいう。

　　　また、自由科目には他コース、他学科、他大学での修得科目、「教職に関する科目」「学芸員に

　　　関する科目」の一部も含む。　　

　　　

（小計）

必選別
卒業必要単位数

分類Ⅰ－ａ

分類Ⅰ－ｃ

分類Ⅰ－ｂ

分類Ⅰ－ｄ

分類Ⅰ－ａ～ｅ

14
10

無群

分類Ⅱ

無群

（小計）

ａ群

ｂ群

ｈ群

（小計）

（小計）
（自由科目小計）

合　　　計

分類Ⅱ・Ⅲ

選択

分類Ⅲ
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別表第５　　卒業要件(２０１０年度入学生)

工学部　応用化学科

Ａ Ｊ ＊注1

選必 ‐ 8

選択 12 4

ａ群 選必 1 1

ｂ群 選必 1 1

ｃ群 選必 1 1

ｄ群 選必 1 1

ｅ群 選必 2

ｆ群 選必

ｇ群 選必 ‐

h群 選必 [4] ＊注2

分類Ⅰ－ｃ 選必 1 1 ＊注3

必修 ‐ 4

選択 2 ‐

分類Ⅰ－ｅ 選必 2 ‐

分類Ⅰ （25） （27）

必修 4 12

ｆ群 選必 2 2

g群 選必 ‐ 2

ｈ群 選必 2 2

ｉ群 選必 ‐ 2

ｊ群 選必 2 2

ｌ群 選必 3 ‐

必修 20 54

＊注4

8 ＊注5

(6)

分類Ⅱ・Ⅲ 選択 21 3

（77） （87）

任意 （22） （10） ＊注6

124 124

注1）Ａ（化学応用）コース、Ｊ（総合化学エンジニア）コース

注2）Ａコースは、e,f,h群より４単位（ｈ群は、留学生対象科目）

注3）分類Ⅰ－ｃは、最大４単位

注4）Ａコースは、選択必修科目について、a～ｊ群から各群1科目を択一し、履修すること。

注5）プロジェクト専門科目から4科目以上（ただし、当該プロジェクトから3科目以上）を修得すること

注6）任意とは自由科目及び分類Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの卒業要件（選必・選択）をオーバーした修得単位をいう。

　　また、自由科目には他コース、他学科、他大学での修得科目、「教職に関する科目」「学芸員に

　　関する科目」の一部も含む。　　

（小計）

分類Ⅱ

分類Ⅲ

選必

プロジェクト
専門科目 選必

卒業必要単位数

[4]

4

必選別

分類Ⅰ－ａ

分類Ⅰ－ｂ

分類Ⅰ－ｄ

‐

‐

（小計）

（自由科目小計）

23a～ｊ群

合計
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別表第５　　卒業要件(２０１０年度入学生)

創造工学部　自動車システム開発工学科

選択 12

ａ群 選必 1

ｂ群 選必 1

ｃ群 選必 1

ｄ群 選必 1

ｅ・ｆ群 選必 4

選択 2

分類Ⅰ （22）

必修 2

選択 2

ａ群 選必 2

ｂ群 選必 2

ｃ群 選必 2

ｄ群 選必 2

ｅ群 選必 2

ｆ群 選必 2

ｇ群 選必 2

ｈ群 選必 2

ｉ群 選必 2

（22）

必修 27

選択 34

選必 1

（62）

任意 （18） ＊注１

124

注１）任意とは自由科目及び分類Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの卒業要件（選必・選択）をオーバーした修得単位をいう。

    また、自由科目には他学科、他大学での修得科目、「教職に関する科目」「学芸員に

　　関する科目」の一部も含む。　　

分類Ⅰ－ａ

分類Ⅰ－ｂ

分類Ⅰ－ｄ

必選別
卒業必要
単位数

（小計）

分類Ⅱ

無群

（小計）

分類Ⅲ

（小計）

（自由科目小計）

合　　　計
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別表第５　　卒業要件(２０１０年度入学生)

創造工学部　ロボット・メカトロニクス学科

A B ＊注1

ａ群 選必 1 1
ｂ群 選必 1 1

選択 10 10
分類Ⅰ （12） （12）

必修 24 24
選必 18
選択 46 64

分類Ⅱ・Ⅲ （88） （88）
任意 （24） （24） ＊注２

124 124
注1）A（ロボット開発）コース、B（人間福祉・健康科学）コース

注２）任意とは自由科目及び分類Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの卒業要件（選必・選択）を

　　　オーバーした修得単位

　　　をいう。また、自由科目には他学科、他大学での修得科目、「教職に関する科目」「学芸員に

　　　関する科目」の一部も含む。　　

創造工学部　ホームエレクトロニクス開発学科

ａ群 選必 1
ｂ群 選必 1

必修 2
分類Ⅰ 選択 10
分類Ⅰ （14）

必修 32
選択 52

分類Ⅱ・Ⅲ （84）
任意 （26） ＊注１

124
注１）任意とは自由科目及び分類Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの卒業要件（選必・選択）を

　　　オーバーした修得単位をいう。

　　　また、自由科目には他学科、他大学での修得科目、「教職に関する科目」「学芸員に　

　 　関する科目」の一部も含む。　　

（小計）
（自由科目小計）

分類Ⅲ

必選別

分類Ⅰ
（小計）

分類Ⅰ－ｂ

合　　　計

必選別

分類Ⅰ－ｂ

分類Ⅰ－ｄ

分類Ⅱ・Ⅲ

（小計）

卒業必要
単位数

分類Ⅱ・Ⅲ

（自由科目小計）
合　　　計

（小計）

卒業必要･単位数
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別表第５　　卒業要件(２０１０年度入学生)

応用バイオ科学部　応用バイオ科学科

ａ群 選必 1
ｂ群 選必 1

c群～e群 選必 1
選択 14

分類Ⅰ （17）
分類Ⅱ 必修 8
分類Ⅲ 必修 33
分類Ⅱ・Ⅲ 選択 48

（89）
任意 （18） ＊注１

124
注１）任意とは自由科目及び分類Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの卒業要件（選必・選択）を

　　　オーバーした修得単位をいう。

　　　また、自由科目には他学科、他大学での修得科目、「教職に関する科目」「学芸員に　　

　　　関する科目」の一部も含む。　

応用バイオ科学部　栄養生命科学科

選択 8
a群 選必 1
ｂ群 選必 1
ｃ群 選必 1
ｄ群 選必 1

選択 2
分類Ⅰ 14
分類Ⅱ 必修 7
分類Ⅱ 7

必修 85
選必 1

86
任意 17

124
注１）任意とは自由科目及び分類Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの卒業要件（選必・選択）を

    オーバーした修得単位をいう。

　　また、自由科目には他学科、他大学での修得科目、「教職に関する科目」「学芸員に

　　関する科目」の一部も含む。

卒業必要
単位数

分類Ⅰ－ｂ

分類Ⅲ

必選別

（小計）

（自由科目小計）
合　　　計

合　　　計

必選別

（小計）

分類Ⅰ-  a

分類Ⅰ- b

（小計）

分類Ⅰ- ｃ

卒業必要
単位数

分類Ⅰ－ａ～ｅ
（小計）

（小計）
（自由科目小計）
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別表第５　　卒業要件(２０１０年度入学生)
　　　

情報学部　
情報工学科
情報ネットワーク・コミュニケーション学科
情報メディア学科

選択 14

選択 20

必修 30

選択 30

自由 30

124

注１）任意とは自由科目及び分類Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの卒業要件（必修・選択）をオーバーした修得単位をいう。
　　　また、自由科目には他学科、他大学での修得科目も含む。
　　　

分類Ⅱ

分類Ⅲ

任　意

合　　　計

必選別
卒業必要
単位数

分類Ⅰ
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別表第６　　入学検定料・学生納付金

金　　　　　　　　額

①　　　　　　３０，０００円　

②　　　　　　１５，０００円

　　１９０，０００円

１年次 １，３１０，０００円

２年次 １，３２０，０００円

３年次 １，３３０，０００円

４年次 １，３４０，０００円

１年次 １，５００，０００円

２年次 １，３２０，０００円

３年次 １，３３０，０００円

４年次 １，３４０，０００円

別表第７　　研究生及び科目等履修生の納付金

（１）研究生納付金

費　　　目 金          額 備　　　　　　考

入学検定料 １５，０００円

入　学　金 １００，０００円 本学卒業生は入学金を免除する

授　業　料 ２００，０００円 （年額）

（２）科目等履修生の納付金

費　　　目 金          額 備　　　　　　考

入学検定料 １５，０００円

履　修　料 １０，０００円 １単位あたり

（３）特別聴講学生の納付金

費　　　目 金          額 備　　　　　　考

授　業　料 １０，０００円 １単位あたり

　　　　　　　　　は、編入学・学士入学・再入学の対象となる学年が納付する金額

　　　　　　　　　とする。

　　　　　　　　　し、②は、センター方式（大学入試センター試験利用による選抜）

　　　　　　　　　入試に適用する。

　　　　　　　３．編入学・学士入学・再入学する学生の納付金は、入学検定料及び

　　　　　　　　　入学金については当該入学年度の納付金額とし、その他の納付金

　　　　　　　　　但し、平成17年度以前に入学した学生は、その入学年度に定めた

　　　　　　　　　学生納付金を納付する。

　　　　　　　２．表中の入学検定料①は、推薦入試、アドミッションズ・オフィス

　　　　　　　　　入試、一般入試並びに編入学、学士入学、再入学の各試験に適用

合　　　計 

　　　　注）１．この表の学生納付金は平成18年度以降に入学する学生に適用する。

費　　　　　　　目

入　学　検　定　料

入　　学　　金

授　業　料
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別表Ａ「教育目標」 

『考え、行動する人材の育成』 －社会で活躍できる人づくり－ 

この教育目標を実現するために、以下の４項目を本学の教育の柱とする。 

（1）創造する力 

（2）豊かな人間性 

（3）コミュニケーション能力 

（4）基礎学力 

 
別表Ｂ「学部、学科等の人材の養成及び教育研究上の目的」 
【基礎・教養教育】 
基礎科目、教養科目を通して、工科系の専門科目を学ぶための共通の基礎的な知識を身につけ、ま

た社会人として生きていくための常識を学ぶと共に、幅広い視野を持ち、自分で物事を考えていくこ

との出来る人材の養成を目的とする。 
 
○人文科学及び社会科学 
人材の養成及び教育研究上の主たる目的は、各個人が地球の一員であることの自覚を促し、「地球市

民」への帰属意識を共有化する教育を実践し、その基盤研究を遂行することにある。「生命」「生存」

「生活」について真摯に受け止め、「豊かな人生を生き抜く」術を修得できるよう世界の文化、宗教、

国家、民族、民俗、慣習などに関する諸科学を学ぶことを通じて、有為な社会人を育成する。 
教育研究上の具体的目的は、以下のとおりである。 

（１）国際感覚を有する総合的判断力と洞察力を備えた人材の育成 
（２）適性に応じた分野における学習環境の整備 
（３）全学生に共有の教養教育の徹底 
（４）知の体系が統合された総合科学のための実践教育 
 
○外国語 
グローバル化が急速に進展し外国との往来も頻繁になっているという状況下で、外国語の教育研究

上の目的は以下に示すとおりである。 
（１）国際化に対応できる実用的な言語能力を高める。 
（２）その言語が使われている国の歴史や文化への理解を深める。 
（３）外国語教育を通して皮相的ではない真の国際理解への視点を育む。 

 
言語は各々の民族や集団が思考や感情などを適切に表現できるように構成されており、外国語を学

ぶ意義は伝達手段としての言語のほか、その言語を通して異国の生活や文化に触れることであり、そ

の国で暮らす人々の考え方を共有し理解することである。 
 
○保健体育 
「自立心」「協調性」「運動実践」「健康に関する知識」を持った人材を養成する。そのための教育研

究上の目的は以下に示すとおりである。 
（１）心身の健康に対する基本的な知識を修得させる。 
（２）社会人として社会活動をしていく上での基礎的な体力を培う。 
（３）生涯の健康づくりとしての基礎を学ぶ。 
 
○数学 
数学教育による人材の養成及び教育研究上の目的は以下に示すとおりである。 
（１）高校数学を工学、情報科学を含んだ広い見地から見直し、確実に身につける。 
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（２）数学には高校で学んでいない多くの分野があり、これらと高校数学との関連を教えると共に、

大学で初めて学ぶ数学の必要性を認識させ、興味を持たせながら教育する。 
（３）工学、情報科学を基礎から支える学問が数学であるということを常に学生に意識させながら数

学を学習する。 
（４）数学を通して、論理的に考える方法、物事を整理する方法等、人間の思考方法を学ぶ。 
 
○物理学 
科学技術の基礎として不可欠な物理学を身につけた人材を養成し、物理学をはじめとする自然科学

全体に対して興味を持てるようにする。そのために、以下のような基礎教育を実施する。 
（１）物理の講義には演習や実験を加え、重要な物理法則は繰り返し取り上げ、学生が物理法則に対

する具体的なイメージを持てるようにする。 
（２）速さや加速度などの物理量の大きさの感覚を持ち、物理法則について深く理解できるようにす

る。 
 
○化学 
化学教育を通して、以下のような基礎教育によって化学を理解できる人材を養成する。 

（１）高等学校での教科内容を含めた化学の基礎を身につけさせる。 
（２）いろいろな材料に遭遇したとき、直接的に、あるいは間接的にかかわってくる物質についての

基礎概念や知識について理解できるようにする。 
（３）基本的な化学実験を通して、理論と実際の仕組みを理解させる。 
【教職課程】 

社会の変化は、子どもの学ぶ意欲や学力だけでなく、社会性やコミュニケーション能力をも低下さ

せた。学校や教員への期待が高まるいっぽうで、信頼への揺らぎもみられ、教師の質や学校運営の独

自性を求められるようになった。そうした社会の中で、今後の教育を支える教員養成として以下の人

材養成支援を目的とする。 

（１）理系専門教員の減少と多忙化により、小・中学校で「実験」を経験しない児童・生徒が、食わ

ず嫌いの「理科離れ」を起こしているが、これを是正できる教員を養成する。 

（２）工学系大学の使命として、専門知識を基礎に理科・数学の面白さを伝えられる意欲的な教員の

育成を目指す。 

（３）教職を希望する学生を、教員養成ばかりでなく、教職試験等の進路指導も支援する。 
【学芸員課程】 
欧米では以前から学校の授業や生涯教育の一環として、博物館を利用しての教育が盛んに行われて

おり、わが国でも最近この機運が高まってきている。博物館には人類の築いてきた文化遺産やその研

究成果が絵画、彫刻などの工芸品や写本、古文書、標本などといった主に｢物｣として蓄積されており、

世界的な規模を誇る大英博物館、ルーブル美術館、メトロポリタン美術館などの所蔵品は人類の英知

の宝庫といえよう。 
こうした人類が蓄積した文化を展示・掲示し正しく理解されるために、学芸員を以下のように養成

する。 
（１）博物館法に定められた学芸員の資格を得るために、博物館資料の収集、保管、展示および調査

研究とこれに関する事柄について専門事項を教育する。 
（２）本学では国立科学博物館とパートナーシップを結んでおり、学生の無料入館（通常展のみ)、実

習や各種講習会などの機会および便宜を提供し、科学や文化に深い理解と洞察を有する資質豊かな人

材の育成を目指す。 
【工学部】 
「工学の基幹となるべき基礎的分野を充分に教授し、併せてグローバル化を志向する」ことを柱と

し、さらに、人類の要望と、地球・地域環境の保全、エネルギー源の確保など、国際的な課題につい

てイノベーションが求められており、工学技術の新しい展開に関して基礎から応用へ向けて創造性を

身につけた人材を養成することを目的とする。 
○機械工学科 
機械工学科においては、豊かな教養と幅広い視野をもち、創造性豊かで探求心あふれる機械技術者

を養成することを教育方針とする。技術者としての社会的責任と倫理観をもち、急変する地球環境の

保全やグローバル化・高度化する工業製品の開発・設計・生産に貢献できる技術者を養成する。機械
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工学の基礎知識を充分に身につけ、これをもとに、生涯にわたって機械および機械システムを設計す

る能力を継続的に構築できる技術者の養成を目的にする。 
○電気電子情報工学科 
電気電子情報工学科においては，基礎学力の修得を重視し、体験型授業によりコミュニケーション

能力、問題解決（デザイン）能力、情報活用力を養い、社会的要請に応えられる能力を備えた技術者

育成を目的とする。特に、学生の個性を生かした有為な技術者を育成することを目標としている。 
○応用化学科 
応用化学は多岐にわたる産業基盤技術の礎であり、なおかつ学際，専門領域の基礎となる学問であ

る。そのため応用化学科においては、応用化学諸分野（環境、資源・エネルギー、機能性材料開発、

生体物質化学等）で必須となる基礎知識の習熟と応用力の育成を行い、なおかつ社会の要請に沿った

柔軟な発想力と優れたコミュニケーション能力を有する科学技術者を養成することを目的としてい

る。 
【情報学部】 
数理科学および自然科学的素養に加えて、情報システム、ネットワーク応用システム、メディアコ

ンテンツなどの開発に深く係わる社会科学的素養も十分身につけた新しいタイプのエンジニアを養成

するとともに、幅広い視野と実践力を持つ情報技術（ＩＴ）分野の総合エンジニア、すなわち「理系

のスキルと文系のセンスを兼ね備えたＩＴのプロフェッショナル」を養成することを目的とする。 
○情報工学科 
情報工学は電気、制御、数理などの工学分野と密接な関係を持ち、更に、生命科学、社会科学、人

文科学、経営科学をも基盤とする。また、極めて広範囲の応用分野を持つ。このような特性を踏まえ、

情報工学科においては各種のシステム／ソフトウエア技術を機軸とする高度な専門性とともに、多方

面の専門家と協調しつつ問題解決を図るコミュニケーション力と、深い教養と幅広い視野を身につけ

た創造性豊かな情報技術者を養成することを目的とする。 
○情報ネットワーク・コミュニケーション学科 

情報ネットワーク・コミュニケーション学科においては、インターネットや携帯電話を初めとする

日常生活の重要な社会基盤である情報ネットワークのさらなる高度化を実現する担い手として、情報

処理基礎技術とネットワーク技術およびその応用技術の全てに精通した、新しい情報ネットワーク技

術者の養成を目的とする。 
○情報メディア学科 
情報メディア学科は、職業・社会・人生において適切な判断の出来る教養と広い視野を有し、創造・

制作・構築への意欲と能力のある情報メディア技術者・制作者を養成することを教育方針としている。

そのため、教養科目では問題意識と価値観を持たせること、専門科目では、科目や分野への興味と社

会での必要性を理解させること、少数の必須科目をしっかり身につけさせること、講義科目による知

識習得以外に、体験科目により、問題発見と問題解決の態度・方法を身につけさせることを目標とす

る。 
【創造工学部】 
工学の基礎的分野を組み合わせた具体的な装置等を主題として，その新しい技術開発を目的とする

ことによって創造性を育成することを柱とし工学技術者としての創造性，発案力，企画力，分析力，

展開力を修得させ，問題発見解決型の素養を身につけた人材を養成することを目的とする。 
○自動車システム開発工学科 
自動車システム開発工学科においては、製品開発の源流（市場調査や企画）を含め、製品の仕様決

定、概念設計、詳細設計、実験、製造等の一連の過程を担える技術者を養成する。また、自らの手で

情報を入手し、適切に判断できる技術者を育成する。とりわけ、自動車における環境、安全性、快適

性に対する造詣を深め、これからの自動車産業を支える技術者養成を目的とする。 
○ロボット・メカトロニクス学科 
ロボット・メカトロニクス学科においては、学生一人一人の個性を活かしつつ、問題発見・解

決ができる能力を育成するものとし、具体的にはロボットに代表されるマイクロコンピュータを

利用した組み込み機器、福祉機器や自助具、健康増進システムの構築などをテーマにした感動体

験教育により、社会に貢献する高度な技術者養成を目的とする。 
○ホームエレクトロニクス開発学科 
ホームエレクトロニクス開発学科においては、人間と社会との係りを理解した上で、エレクトロニ

クスの基礎を習得し、製品の企画提案、開発設計および製品のアドバイスが可能な技術者を求める産
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業社会の要請に対応し、家電製品の機能構成に係る基本的な知識を持ち、エレクトロニクス製品の設

計、開発さらにはデザイン表現技法を学ぶことにより課題解決や提案の能力、さらには社会の要請や

社会貢献を的確に捉える能力を備えた技術者を育成する。 
【応用バイオ科学部】 
生命科学は、「バイオテクノロジー」に基盤を置いた「細胞、ＤＮＡ、微生物など」のミクロな分野

から、エンジニアリングも含む「食糧生産、エネルギー生産、医薬品生産、環境保全など」で展開さ

れるマクロな分野までの幅広い領域を包括する学問である。本学部では「生命科学」に関する幅広い

基礎知識と高い実践力に加え、工学に関する基礎的な素養を併せ持ち、豊かな創造性と旺盛なチャレ

ンジ精神をもつ人材を養成することを目的とする。 
○応用バイオ科学科 
 応用バイオ科学科においては、生命科学を生活に役立てるための基本的な知識を持ち、さらに最新

の生命科学技術を学ぶことにより、地域社会はもとより、地球社会に貢献でき、国際性豊かに活躍で

きるバイオ技術者、バイオ支援技術者養成を目的とする。 
○栄養生命科学科 

「健康な社会（健康増進社会）」を目指すために、健康で健全な生活が送れる社会を強く意識して、環 

境を大切にし、人間としての優しさ、豊かさ、思いやりを持てる人材の育成を目指す。そのために、“生命

科学”、“健康科学”、および“栄養科学”を学習することにより、健康・保健指導や栄養指導の実践を担

える科学的センスに富んだ管理栄養士の養成を行う。 

（1）「化学」と「生物学」を基本とした「生命科学」に関する基礎学力を身に付ける。 

（2）「社会・環境と健康」、「人体の構造と機能及び疾病の成り立ち」、「食べ物と健康」に関する専門 

基礎力を養うと共に、実践教育を重視した体験型教育を受けることで職業人意識を身に付ける。

（3）専門科目により栄養指導に関する高度な知識を学習するとともに、実験、実習、卒業研究を通 

して、創造する力、問題解決力、コミュニケーション能力を身に付ける。 

（4）情報技術を活用した健康・保健指導や栄養指導能力を身に付ける。 
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